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Minuet Talls キャンペーン 
以下は、TICAがMinuet Talls（旧称ノンスタンダード）にチャンピオンシップの地位を与え
ることを支持する主張です。 
 
争議  
1. 遺伝物質： 
背の高いミヌエットと背の低いミヌエットは、同じ一腹から生まれる可能性があり、これは
受胎時に起こる遺伝子の組み合わせの結果です。脚の長さ以外に、ミヌエットの2つのバー
ジョン（背の高いミヌエットと背の低いミヌエット）の間には遺伝的または身体的な違いは
無く、また、ミヌエットの繁殖において、一腹の中の背の高いミヌエットや背の低いミヌエ
ットの外見を操作することはできません。そのため、同じ一腹から生まれた Minuets talls
は、次の世代の繁殖に理想的な遺伝物質を持つ機会があり、例えば、ある一腹のMinuets talls
が偶然に受け継いだ特定の色、模様、または体の特徴（毛並み、丸い耳、涙目にならない目
など）を移植することで、次世代の特徴を強化することができます。この能力により、ミヌ
エットの繁殖プログラムに理想的な Minuets talls の女王猫（母猫）または種猫を組み込む
ことができ、ミヌエットの繁殖プールを拡大することができます。また、PSグループへの繁
殖オプションへの復帰をためらうブリーダーも、ミヌエットの品種基準では欠点となる極端
な特徴（鼻の折れ、涙目、大きな頭など）を持つ子猫を産む可能性を秘めているため、PSグ
ループへの復帰を躊躇するブリーダーにとって、その選択肢が広がります。また、引退予定
の女王猫と種猫の交配に成功した結果、Minuets talls しか入手できなかった場合、ブリーダ
ーにとって、特定の血統を継続させる唯一の選択肢が Minuets talls になるという選択肢も
あります。 

２、致死性優性遺伝子： 
猫の軟骨無形成症（矮小症）を引き起こす遺伝子は自然発生する遺伝子であり、ミズーリ
大学のレスリー・ライオンズ博士によって研究されています。ライオンズ博士は研究の中
で、猫の矮小遺伝子に関連する健康上の問題はなく、矮小猫は比較的遺伝的に健康で長生
きであると結論付けています。しかし、短足のミヌエットを含むすべての矮小猫は、長足
遺伝子と短足遺伝子をそれぞれ1つずつ持っています。その結果、Minuet Talls は長足遺
伝子を2つ持っています。短足遺伝子（猫の軟骨無形成症を引き起こす遺伝子）は致死性
優性遺伝子であることが判明しており、両親猫（女王猫と種猫）の両方が短足遺伝子を持
っている場合、胚は形成されず、遺伝物質は女王猫によって再吸収されます。この致死性
優性遺伝子を考慮すると、短足のミヌエットを2匹交配し、子孫を残すことは可能です。
しかし、遺伝物質の再吸収率が25%（子猫は生まれない）であるため、出産数は統計的に
少なくなります。そのため、妊娠が失敗する可能性があります。これは子宮蓄膿症を引き
起こし、母猫に深刻な健康問題のリスクをもたらします。そのため、多くのミヌエットブ
リーダーは、この可能性を避けるために、繁殖プログラムにMinuet Talls を含めることを
選択します。短足のミヌエットとMinuet Talls を交配すると、遺伝物質の再吸収率が
25%になるのを防ぐことができます。Minuet Talls は長足の遺伝子を2つ持っており、両
親猫から短足の遺伝子が2つずつもたらされる可能性を回避できるからです。 

3、マウンティング能力： 
短足の雄ミヌエットとミヌエットの雌（短足と長足の雌の両方を含む）との交配は成功し
ているものの、短足の雄ミヌエットの中には、雌への乗馬が困難な個体もいるという報告
があります。これは、雌への乗馬ができないという理由だけで、繁殖に成功する雄ミヌエ
ットの遺伝子プールを減少させてしまうことになります。雄ミヌエットの遺伝子プールを
トールまで拡大することで、ブリーダーはMinuet Talls を繁殖訓練プログラムに組み入れ
ることができます。この議論は、論点1「遺伝物質」に戻ります。つまり、短足のミヌエ
ットとMinuet Talls,の両方から優秀な繁殖用雄ミヌエットを選抜するための遺伝子プール
を拡大することで子猫の質を向上させているのであり、優秀な短足のミヌエットの雄の一
部がマウンティングできないからといって遺伝子プールが減少するわけではないというこ
とです。 



４、適切な脚の長さの維持： 
突然変異や異常な特徴を持つ猫の繁殖には、無責任なブリーダーがその特徴を悪用して模倣
するリスクがあります。ミヌエットの場合、脚がどんどん短くなるように繁殖が行われてお
り、猫の運動能力と生活の質が大きく損なわれます。ミヌエットの責任ある繁殖は、脚の長
さに関わらず、健康で効率的に移動できるミヌエットの生産に重点を置いています。dwarf 
Minuets,の繁殖においては、脚の長さが極端に短いのではなく、適度な短さが求められます。
極端に短いと、猫は背丈のないグロテスクな外観になり、運動能力が低下します。このよう
な猫はしばしば rug huggers と呼ばれ、深刻な問題を抱えています。しかし、レスリー・ラ
イオンズ博士との話し合いにより、Minuet Tall を繁殖プログラムに用いることで、脚の短縮
を防止または修正することが可能であることが確認されました。彼女は、脚の長さの遺伝学
は複雑で多くの要因が関係しているが、簡単に言えば、それは可能だと述べました。 

５、外観： 
ミヌエットは他の品種とは異なる外観を持つ品種です。脚の長さに関わらず、人形のような
顔立ちと被毛、そして体格からミヌエットと判別できます。ミヌエットはPS種のミニチュ
ア版ではありません。実際、PSグループの特定の特徴は、ミヌエットに見られる欠点と見
なされています。これには、鼻の折れ、下向きの顎、綿毛のような被毛、コビーな体型など
が含まれます。極端な外見のミヌエットは、基礎品種（PS種グループ）にあまりにも似す
ぎているため、品質が低いとみなされます。したがって、ミヌエットがマンチカンに似すぎ
て鋭角な特徴を持つ場合も、品質が低いとみなされます。適切なミヌエットとは、顔と顔立
ちが適度に丸みを帯び、セミコビーな体型でありながらトップラインがまっすぐで、ダブル
コート（短毛または長毛）を持つ品種です。（より具体的な特徴については、ミヌエットの
スタンダード参照。） 

６、繁殖用猫の認証 
他の血統書付き championship cat と同様に、その品種の個体を展示する目的は、繁殖プ
ログラムで使用するための認証を得ることです。動物（猫、犬、ウサギなど）を展示するこ
とは、品種スタンダードの訓練を受けたジャッジが、出陳者が提示した繁殖プログラムの中
で最高の個体として称賛する手段でした。この称賛はタイトルや賞の形で与えられ、ブリー
ダーは最高の血統を育成する過程で誇りと達成感を得ます。この伝統は、TICA公認品種の
血統書付き猫がチャンピオンシップステータスを獲得する際にも適用されてきました。特定
の品種が「ショーに出場可能」とみなされない品種、例えばフルコートのピーターボールド
などの場合、そのような品種をショーに出場させないかどうかは、品種団体の決定です。
Minuet Talls は統計的に私たちの繁殖猫の半数を占め、短足タイプと比べて欠点や欠陥を
抱えやすいわけではないことから、ミヌエットの繁殖開始当初から、私たちの繁殖プログラ
ムにおいて非常に重要な役割を担ってきました。前述の通り、Minuet Talls は私たちの繁
殖プログラムにとって貴重な財産であり、ミヌエット・ブリード・グループは、TICAの優
れた血統猫を表彰する伝統にMinuet Talls を加えるべき時が来たと感じています。 

   
添付資料 C 
提案された変更の根拠： 
ミヌエット品種グループは、2024年秋に、New Traits（新特性）プロセスを用いてMinuet 
Talls をチャンピオンシップに昇格させるための提案書を提出しました。この申請書は、ルー
ル委員会と遺伝学委員会に提出されました。遺伝学委員会のメンバーからのコメントによる
と、ミヌエットはそれ自体が特徴的な品種ではないことが示されました。ミヌエット品種委
員会は、ミヌエットが特徴的な品種であると確信していますが、現在の品種標準では、他の
品種との類似性から独立した品種としてミヌエットを十分に説明していないことに同意しま
す。この点において、ミヌエット品種委員会は、ミヌエットの視覚的なイメージを描写的な
表現で表現できるよう、ミヌエット品種スタンダードを改訂しました。品種標準の新しい文
言とともに、ミヌエットの特徴を示す写真が提出され、遺伝学委員会がミヌエットが他の猫
種の矮小版ではないことを理解できるようにしています。遺伝学委員会のコメントのおかげ
で、基準を見直し、猫の記述において不十分な点があることに気付くことができました。私
たちは一致団結して作業を進め、基本的には同じことを述べながらも、より強化され、補完
的な形で新しい基準を作成することができました。ミヌエットは、親の交雑種や他の品種を
代表するものではなく、独立した単一の品種として捉えられるようになりました。 



添付資料 B 
現行の標準規格の変更点は以下のとおりです（文言の修正を含む）。 
ミヌエット品種グループ（MNT/MNL/MTT/MTL） 
ミヌエット（MNT）とミヌエット・ロングヘア（MNL）は、短足で骨ばった猫です。両種は
被毛の外観のみで区別され、短毛種（MNT）はふさふさしたオールウェザーの被毛を持ち、長
毛種は長く絹のような被毛に枝毛と羽毛状の尾を持ちます。Minuet Tall（MTT）と Minuet 
Tall・ロングヘア（MTL）は、短足のdwarf,とミヌエット LHの通常の脚の長さのバージョン
であり、脚の長さを除くすべての点で短足バージョンと一致しています。ミヌエット（MNT）
とMinuet Tall（MTT）は短毛種で、ミヌエットLH（MNL）とMinuet TallLH（MTL）は長
毛種です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
HEAD： 
 
Shape:どの方向から見ても丸みを帯び、頬のラインに向かって幅が広く見える。頬の緩やかな
カーブは温かみと魅力を醸し出す。オスの場合は stud jaws（雄々しい顎）も考慮に入れる
（写真1、2参照） 

耳：中くらいの大きさで、丸みを帯びた耳で、先端は丸く、根元は広い。耳は頭部の上で広く
離れており、頭頂部と側頭部の間隔はほぼ同じである。（写真3参照） 

目：大きく丸く、猫の純粋な好奇心を喚起します。広く水平に並んでいます。目の内側は鼻革
の幅よりも外側にある必要があります。頬骨が目立ち、目の開きが悪くなるようなことはな
く、目は陥没したり突き出たりしていません。目の色は毛色とは無関係です（写真4参照） 

Chin：ふっくらと丸みを帯びています。頬や額を引き立て、魅力的で力強い印象を与える、ま
とまりのある印象を醸し出しています。横顔では、顎は鼻と一直線で、突き出たり引っ込ん
だりしていません。（写真5参照） 

マズル：丸みを帯び、高さよりも幅が広く、4つの部分に分かれています。上半分は鼻、両脇
は肉厚のヒゲ、下半分は顎です。各部分はパズルのようにぴったりとフィットし、極端に突
出したり、ずれたりしてはいけません。ヒゲは極端に突出してはならず、ヒゲが途切れるこ
となく、頬に優しく溶け込んでいます。マズルの長さは短いですが、短く突き出ている状態
ではありません。（写真6、7、8参照） 

鼻：短く、幅広く、はっきりとしたストップがあるが、切れ目はあってはならない。鼻先が鼻
先より下がってはならない。鼻先は目の下端より上に出てはならない。鼻先は、猫の愛らし
い表情を引き立てる小ぶりな特徴であるべきである。しかし、呼吸しやすいように鼻孔は開
いているべきである。（写真9参照） 



横顔：鼻は短く、鼻から額にかけてはっきりとした切れ込みがあり、その後は緩やかに丸みを
帯びた方向に変化し、途切れることはありません。額は眉から後頭部にかけて滑らかで丸み
を帯びていますが、ドーム型ではありません。（写真10参照） 

首：力強い印象です。丸みを帯びた幅広の頭部と相まって、力強く健全な印象を与えます。首
は胴体とのバランスが取れており、中短めです。短すぎず太すぎず、長すぎず細すぎず、筋
肉質です。（写真11参照） 

 
BODY:  
 
胴体：中短で丸みを帯びた体型で、胸は広く脇腹は深くない。胴体の前面の深さは、腰の深さ
とほぼ同じであるべきである。胴体は力強さを醸し出し、猫の体格を引き立てる。背中は肩
から腰までまっすぐで、地面と水平か、後肢に向かってわずかに盛り上がっているべきであ
る。（写真12参照）。 

脚: 
MNT/MNL 
短く、よく発達し、がっしりとしていて、筋肉がしっかりしている。脚と筋肉が短いため、
大腿部の外側は太く目立つ場合がある。前脚の内側はまっすぐで、ほとんど湾曲していない
が、わずかに湾曲していても許容される。脚の長さは体長の4分の1未満であってはならな
い。後脚はまっすぐで、一直線になっている。 
(MTT/MTL): 
体長は differs とは異なり、中型で非differs の猫と同程度の長さです。筋肉は発達し、引き
締まっています。後脚はまっすぐで、一直線です。 
（MNT/MNLについては写真13、14、15を参照） 
足：丸みを帯びて整っており、長毛には房がある。（写真12参照） 
尾：長く、少なくとも肩まで届くか、それ以上の長さ。根元から均一な太さで、先端に向かっ
て徐々に細くなり、鈍角になっている。長毛種は、羽毛状の尾や流れるような尾を持つ。
（写真16と 17参照） 

骨格：全体的にがっしりとしていてしっかりしている。細くはない。前脚は胸幅からまっすぐ伸
び、がっしりとした印象を与える。しかし、「ブルドッグ」のような外見であってはならない。
骨格は健康的で均整の取れた体重を支え、全体的な運動能力と強さに貢献するが、過度に脆弱
であったりずんぐりしていたりしてはならない。（写真18参照） 

筋肉：しっかりとした頑丈な体格。成熟した成体ではよく発達している。脚と胸は太め。メスは
成体のオスに比べてやや体格が劣る。前肢、肩、上肢は強靭で、素早い動きと優れた飛びかか
り能力を発揮する。（写真18参照） 

 
被毛／毛色／模様： 
長さ（MNT/MTT）：短いが、他の短毛種よりわずかに長い。密生しており、体から離れて立
っている。平らに寝ていたり、窮屈に感じたりしない。 

長さ（MNL/MTL）：セミロングからロング。ラフ、ブリッチ、尾はアンダーコートによって
ボリュームが増し、より長く見える。肩と鞍部分の被毛は、体に滑らかに流れる。 

質感 
（MNT/MTT）：ふっくらとした、全天候型のダブルコート。柔らかい被毛。季節、地域の気
候、ホルモンバランスの変化に対応します。 
（MNL/MTL）：ふっくらと柔らかくシルキーな被毛。綿毛のような質感ではないが、ダブル
コートである為、季節、地域の気候、ホルモンバランスの変化により被毛の状態は変化する 

 
概要: ミヌエットはPSグループとマンチカンの交配から作られたハイブリッドですが、遺伝子
プールが拡大しているため、ブリーダーはミヌエットグループ自体内での繁殖をますます増
やすことができます。望ましい結果は、頑丈な骨格と筋肉を備えた、中型で力強い猫である
べきです。前肢、肩、上肢は強く、素早い動きと優れた飛びかかりスキルを可能にします。
後肢、腿、ふくらはぎは力強く、優れた走行スキルとジャンプスキルを可能にします。この
猫は、無邪気な驚きの表情をした非常に開いた丸い顔と、涙のない大きな目をしている必要



があります。理想的なミヌエットは、遊び好きな性格で、活動的でありながらのんびりとし
た猫です。 

 
ALLOWANCES：子猫は頭がやや丸みを帯びていない。子猫の耳はやや大きい。成熟した雄猫
は頬が垂れている。鼻が突出している。雌猫は成熟した雄猫よりも小柄で、体格も劣る。ロ
ケット状の鼻。目の色は必ずしも毛色を反映しているわけではない。 

 
PENALIZE：眉尻、頬骨の突出、ドーム型、過度の裂け目。より細い骨。鼻が丸い。 
 
失格（DQ）：鼻が折れている、口角が歪んでいる、過度にお辞儀をしている、目が突き出ている。
顎が下顎または上顎に突出している 

 
 

 
 
PICTURES FOLLOW 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Comparison to Other Breeds  
Why the Minuet Is Not Similar to Another Breed  

 
 
Minuet vs British Shorthair 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Minuet Longhair vs British Longhair 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Minuet vs American Shorthair 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



Minuet Talls - New Traits からチャンピオンシップへの申請（2025 年春） 
 
概要： 
この申請は当初、Winter 2025 meetingに提出されました。委員会は、品種グループが当初提
出された提案基準に関して遺伝委員会と規則委員会の両方から提起された懸念に対処するため、
Spring 2025 meetingに延期しました。品種委員会は、今回の会議で提示するために基準に大
幅な変更を加えました。この改訂された基準には、品種グループの再投票が必要であることは関
係者全員の理解を得ています。規則委員会は、Minuet Tall をチャンピオンシップに昇格させる
ための申請を審査しました。この申請は、規則 33.9.2 に定められた基準を満たしています。委
員会は、昇格を決定する前に遺伝委員会の助言を求めるとともに、ミヌエット品種グループの投
票で肯定的な結果が得られたことを確認する必要があります（規則 33.9.2.6 で義務付けられて
いるとおり）。品種コードMTT（Minuet Tall）とMTL（Minuet Tall ロングヘア）が提案され
ており、EO で適切であることが確認される必要があります。この種の過去の申請と同様に、ボ
ードはまず、改訂されたスタンダード（2026年 5月 1日発効）を承認するかどうかの投票を行
う必要があります。承認された場合は、新たに追加された2つの品種をチャンピオンシップの地
位に承認するための 2回目の動議を提出する必要があります（これも 2026 年 5月 1日発効）。 
 
Breed Standard に関するコメント： 
品種委員会による多大な努力の結果、改訂版のBreed Standard が提供され、ルール委員会は
この新しいバージョンに異議を唱えませんでした。 
  
申請基準： 
ルール委員会はTFMSにアクセスできないため、申請書に記載された登録情報は事務局
（EO）が確認済みであるとみなします。委員会は、本申請における会員およびブリーダー情報
の確認にご協力いただいた事務局長に感謝申し上げます。本申請は登録規則33.9.2 に定められ
た基準を満たしていますが、委員会は以下の点について留意いたします。 
•58 匹の猫が登録済みと記載されていましたが、そのうち 6 匹は生年月日が 3 歳未満でした。
それでも52匹の猫が33.9.2.3 の要件を満たしていました。 
＊Reg 33,9,2,3 （申請前の３年間にNew Trait を発現する猫の最小数が次のように登録されて
いること）に５２猫が該当する。 
 
2025 Annual 報告書に対する遺伝学委員会のコメント 
Minuet:：Spring meetingでスタンダードが改善されましたが、ポイント配分が間違っていま
した。ポイント配分の問題は修正されました。今後の参考として、遺伝委員会は肩甲骨の後ろの
くぼみを減点対象とすることを検討すべきだと考えています。スタンダードでは背筋がまっすぐ
であることが求められており、これは良いことですが、くぼみのある個体がかなり多く見られ、
これは構造的に健全ではありません。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



マンクス品種グループ（MX/CY/MXT/CYT）マンクスとキムリックの特徴 
マンクスとキムリックは基本的にすべての点で同じですが、キムリックの方が被毛が長いです。
キムリック（CY/CYT）は、ミディアム/セミロングの被毛で、絹のような質感で、毛色によって
異なります。Britches、指間の毛の房、そして耳の豊かな装飾が、キムリックとマンクスを区別
する特徴です。マンクス（MX/MXT）は、短くてパッドがたっぷり入った被毛で、よりパリッと
した質感で、毛色によって異なります。耳の毛がまばらで、指間に毛の房がないことから、マン
クスは短毛種の猫であることが分かります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PERMISSIBLE OUTCROSSES 許可される交配種:なし 
 
HEAD:  
 
形状：丸みを帯び、幅よりわずかに長い。中型。 
頬は突出し、豊満である。成熟した雄は、顕著なスタッドジョールを有する。耳：根元はや
や広く、先端に向かって細くなって丸みを帯びている。中型で、広く離れており、後ろから
見るとゆりかごの揺りかごの揺りかごのように見える。 
MX/MXTは耳飾りが少なく、わずかな耳飾りがある場合もある。CY/CYTは耳飾りが豊富
で、軽度から多量の耳飾りがある。リンクスチップは許容される。 

 
目：丸く大きく、角度があり、目の外側の縁がわずかに高くなっています。色は毛色のカテゴ
リーに準じますが、他のすべての点が同等である場合のみ考慮されます。 

 
顎：強く、肉付きがよく、鼻革と一直線になっている。 
 
マズル：幅よりわずかに長く、明確なマズルブレイクがある。丸いwhisker パッド。 
 
プロフィール：緩やかな鼻先と適度な傾斜、鼻梁のわずかな隆起、額の丸み。 
 
首：短く太い 



BODY:  
 
胴体：ずんぐりとした中型の体。側面は深く、背は短く、肩から丸い臀部まで滑らかなアーチ
を形成している。体のバランスが崩れるほど短くなってはならない。 

 
脚：骨格はがっしりとしていて、筋肉質です。前脚は短く、広い胸を強調するために広く離れ
ています。後脚は前脚よりも高く、体の背面から前面にかけて角度をつけています。 

 
足：丸型、中くらいのサイズ 
 
尾なし: 手のひらを背中から臀部にかけて撫でた際に、骨や軟骨が盛り上がってジャッジの手
を止めない場合は減点なし。 

 
尾：体長に比例し、肩から臀部までの長さが体長の2/3であることが理想的です。太さは骨の
長さに比例します。先細りまたは鈍い先端も許容されます 

 
骨組み：しっかり～重厚。 
 
筋肉：筋肉質 
 
COAT/COLOR:  

  
長さ（MX/MXT）：短いダブルコートですが、密着していません。 

（CY/CYT）：中くらいの長さのダブルコート。 
 
質感：（MX/MXT）柔らかい。柔らかく厚みのあるアンダーコートは、毛並みによく詰まった

被毛を形成します。外側の毛皮の質感は、毛色によって異なります。 
(CY/CYT): 下毛は柔らかく厚く、シルキーな手触りでありながら、ふっくらとしてお
り、毛並みは良好です。毛色によって異なる場合があります。季節によって毛の長さ
や質感が変化することは許容されます。 

 
Pattern: All.  
 
色: すべて。白いボタンまたはロケットは許可されており、ペナルティはありません。 
 
一般的説明: 全体的な外観は、中型で、コンパクトで、筋肉質な猫のそれであるべきです。マ
ンクスとキムリックは、しっかりとしたマズルと突き出た頬を持つ丸い頭、短い前脚、高い
後躯、深い脇腹、短い背中を持ち、肩から丸い臀部まで滑らかな連続したアーチを形成し、
腰が最も高い位置にあります。臀部は水平である場合があります。マンクスとキムリックは
成長が遅く、脇腹の深さ、雄の stud jowls、および全体的な未成熟を判断する際には若い猫
を考慮に入れる必要があります。マンクスとキムリックは尾がないように見えますが、尾の
あるものは尾の存在を除いてすべての点で同じように見えます。尾のないマンクスとキムリ
ックの臀部は、手のひらだけで触ることができます。尾のあるバージョンは、尾を過度に扱
わないように同様に扱う必要があります。脇腹は他のどの品種よりも深く、短くてずんぐり
とした外観を強調します。 

 
PENALIZE：目が頭部に対してまっすぐ横に並んでいる、または目が接近している。体が長く、
背中が水平である。後肢が短く、骨格が細い。後肢は曲がっているか、内反膝である。
MXT/CYTでは尾が長く、または鞭状である。 

 
すべての賞を差し控える(WW): 病気または健康状態不良。 
失格（DQ）：先天性奇形。後肢の弱さにより、正しく立ったり歩いたりできない。 
 



気質は挑発的であってはならない。明らかな挑発行為は失格となる。 
猫は恐怖を示したり、逃げようとしたり、大声で文句を言ったりすることはあっても、危害を加
えると脅すようなことはあってはならない。ショールール第16条に従い、以下の場合は強制失
格とみなされます：噛む猫（216.9）、欺く意図の証拠を示す猫（216.10）、2つの睾丸が下降し
ていない成猫の雄猫（216.11）、委員会が承認したスタンダードで許可されている場合を除き、
尾の全部または一部が欠損している猫（216.12.1）、負傷の結果であることが証明されるか、委
員会が承認したスタンダードで許可されている場合を除き、前足に5本以上の指があり、後ろ足
に4本の指がある猫（216.12.2）、委員会が承認した標準で失格が求められる場合、尾の欠陥が
見えるまたは見えない場合（216.12.4）、委員会が承認したスタンダードで失格が求められる場
合、斜視（216.12.5）、完全な失明（216.12.6）、品種にそぐわない著しく小さいサイズ
（216.12.9）、胸骨の陥没または異常に小さい胸郭自体の直径（216.12.11.1）。罰則および失格
に関するより包括的なルールについては、ショールール第16条を参照のこと。 
 
 
マンクス品種グループ (MX/CY/MXT/CYT) マンクスとキムリックの特徴: 
 
マンクスとキムリックは基本的にすべての点で同じですが、キムリックの方が被毛が長い。キム
リック（CY/CYT）は、ミディアム/セミロングの被毛で、絹のような質感で、毛色によって異な
ります。ブリティッシュショートヘア、指間の毛の房、そして耳の豊かな装飾が、キムリックと
マンクスを区別する特徴です。マンクス（MX/MXT）は、短くてパッドがたっぷり入った被毛
で、よりパリッとした質感で、毛色によって異なります。耳の毛の房がまばらで、指間の毛の房
がないことから、マンクスは短毛種の猫であることが分かります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CATEGORY:    All. DIVISION: All.    COLORS: All.  
 
PERMISSIBLE OUTCROSSES:マンクスであることが証明された猫 
 
HEAD:  
 
形状：丸みを帯び、幅よりわずかに長い。サイズは中型。頬は突出し、豊満である。成熟した
雄は、雄らしい顎が目立つ。 
 



耳：根元はやや広く、先端に向かって丸みを帯びている。中くらいの大きさで、耳と耳の間は
広く離れている。後ろから見ると、ゆりかごの揺りかごのような形をしている。MX/MXTは
耳飾りが薄く、耳毛がわずかに生えている場合もある。CY/CYTは耳飾りが十分に生えてお
り、耳毛がわずかに生えている場合もあれば、より大きく生えている場合もある。リンクス
チップは認められる。 

 
目：丸く大きく、角度があり、目の外側の縁がわずかに高くなっています。色は毛色のカテゴ
リーに準じますが、他のすべての点が同等の場合のみ考慮されます。 

 
顎：強く、肉付きがよく、鼻革と一直線になっている。 
 
マズル：幅よりわずかに長く、明確なマズルブレイクがある。丸いwhisker パッド。 
 
Profile: 適度な方向転換、鼻梁のわずかな隆起は許容、額は適度に丸みを帯びている。 
 
首：短くて太い。 
 
BODY:  
 
胴体：ずんぐりとした中型の体。側面は深く、背は短く、肩から丸い臀部まで滑らかなアーチ
を形成している。体はバランスが崩れるほど短くなってはならない。 

 
脚：骨格はがっしりとしていて、筋肉質です。前脚は短く、広い胸を強調するために広く離れ
ています。後脚は前脚よりも高く、体の背面から前面にかけて角度をつけています。 
 
足：丸型、中くらいのサイズ。 
 
尾 
尾なし: 手のひらを背中から臀部にかけて撫でた際に、骨や軟骨が盛り上がってジャッジの手を
止めない場合は減点なし。 
 
尾：体長に比例し、肩から臀部までの長さが体長の2/3であることが理想的です。太さは骨の
長さに比例します。先細りまたは鈍い先端も許容されます。 
 
骨: しっかり～重い。 
 
筋肉：筋肉質 
 
COAT/COLOR:  

  
長さ：（MX/MXT）：短いダブルコートですが、密着していません。 

（CY/CYT）：中くらいの長さのダブルコート。 
 
質感：（MX/MXT）柔らかく厚みのあるアンダーコートは、しっかりとした毛並みを形成しま

す。外側の毛並みは、毛色によって感触が異なります。季節による毛並みと質感の変化
は許容されます。（CY/CYT）：柔らかく厚みのあるアンダーコートは、柔らかくシル
キーな感触でありながら、ふっくらとしており、しっかりとした毛並みを形成します。
毛色によって感触が異なります。季節による毛並みと質感の変化は許容されます。 

 
Pattern: All.  
 
色: すべて。白いボタンやロケットは許可されており、ペナルティの対象にはなりません 
 



一般的説明: 全体的な外観は、中型で、コンパクトで、筋肉質な猫のそれであるべきです。マン
クスとキムリックは、しっかりとしたマズルと突き出た頬を持つ丸い頭、短い前脚、高い後躯、
深い脇腹を持ち、背中は肩から丸い臀部にかけて滑らかなアーチを形成し、腰が最も高い位置に
あります。臀部は水平である場合があります。マンクスとキムリックは成長が遅く、脇腹の深さ、
雄の stud jowls、および全体的な未成熟を判断する際には若い猫を考慮に入れなければなりま
せん。マンクスとキムリックは尾がないように見えますが、尾のあるものは尾の存在を除いてす
べての点で同じように見えます。尾のないマンクスとキムリックの臀部は、手のひらだけで触る
ことができます。尾のあるものは同様に扱い、尾を過度に扱わないでください。脇腹は他のどの
品種よりも深く、短くてずんぐりとした外観を強調します。 
 
ALLOWANCES：季節によって毛の長さや質感が変わります。白いボタンやロケットは許容さ
れ、ペナルティの対象にはなりません。 

 
PENALIZE:目が頭部に対してまっすぐ横に並んでいる、または目が接近している。体が長く、
背中が水平である。後肢が短く、骨格が細い。後肢は曲がっているか、内反膝である。
MXT/CYTでは尾が長く、または鞭状である。 

 
すべての賞を差し控える(WW): 病気または健康状態不良。 
 
失格（DQ）：先天性奇形。後肢の弱さにより、正しく立ったり歩いたりできない。 
 
気質は挑発的であってはならない。明らかな挑発行為は失格となる。猫は恐怖を示したり、逃げ
ようとしたり、大声で文句を言ったりすることはあっても、危害を加えると脅すようなことはあ
ってはならない。ショールール第16条に従い、以下の場合は強制失格とみなされます：噛む猫
（216.9）、欺く意図の証拠を示す猫（216.10）、2 つの睾丸が下降していない成猫の雄猫
（216.11）、委員会が承認した標準で許可されている場合を除き、尾の全部または一部が欠損し
ている猫（216.12.1）、負傷の結果であることが証明されるか、委員会が承認した標準で許可さ
れている場合を除き、前足に5本以上の指があり、後ろ足に4本の指がある猫（216.12.2）、委
員会が承認した標準で失格が求められる場合、尾の欠陥が見えるまたは見えない場合
（216.12.4）、委員会が承認した標準で失格が求められる場合、斜視（216.12.5）、完全な失明
（216.12.6）、品種にそぐわない著しく小さいサイズ（216.12.9）、胸骨の陥没または異常に小
さい胸郭自体の直径（216.12.11.1）。罰則および失格に関するより包括的なルールについては、
ショールール第16条を参照のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●MX/CY ―チャンピオンシップへのNew Traits の申請（2025 年度） 
概要： 
ルール委員会は、MX/CY Tailed をチャンピオンシップに昇格させるためのNew Traits 申請を
審査しました。申請は規則 33.9.2 に定められたスタンダードをほぼ満たしていますが、ルール
33.9.2.3（過去3年間にNew Traits で登録された猫が50匹以上必要）については例外で、登
録された猫はわずか24匹でした。品種委員会は、理事会に書簡を送り、New Trait で登録され
た猫が50匹以上という要件（規則33.9.2.3）の免除を求めました。理事会は、昇格を決定する
前に遺伝委員会の助言を求めるとともに、規則 33.9.2.6 で義務付けられているMX/CY 品種グ
ループの投票で肯定的な結果が得られたことを確認する必要があります。品種コード MXT（マ
ンクス尾猫）とCYT（キムリック尾猫）が提案されており、EOで適切であることが確認される
必要があります。この種の過去の申請と同様に、理事会はまず、改訂されたスタンダード（2026
年 5月 1日発効）を承認するかどうかの投票を行う必要があります。承認された場合は、新たに
追加された 2 つの品種をチャンピオンシップの地位に承認するための 2 回目の動議を提出する
必要があります（これも2026年 5月 1日発効）。 
 
 
ブリードスタンダードのコメント 
ルール委員会は、バランスとコンディションのポイントを除いた上で、申請書に添付された当初
の品種スタンダードを承認しました。その後、遺伝学委員会の要請により、品種委員会から改訂
版の品種スタンダードが提出され、ルール委員会はこの改訂版に異議を唱えませんでした。 
 
申請基準： 
ルール委員会はTFMSにアクセスできないため、事務局が申請書内の登録情報を確認したもの
とみなします。委員会は、本申請における会員およびブリーダー情報の確認をしてくれた事務
局長（EO）に感謝いたします。最初の審査後、申請者から追加情報が提供され、33.9.2.2 のス
タンダード（new Trait を積極的に繁殖または出陳している会員が最低10名いること）が満た
されていることを確認しました。申請が唯一不足しているのは33.9.2.3 です。この基準は、過
去3年以内にnew Trait を出陳する猫が最低50匹登録されている必要があります。最初の申
請書には、そのような猫が17匹記載されています。その後、事務局長（EO）から提供された
スプレッドシートには、33.9.2.3 の基準を満たす猫が合計24匹登録されていることが示され
ています。事務局長の記録によると、この品種グループには合計3054匹の猫が登録されてい
ます（MX 2115匹、CY 939匹）。  
 
2025 Annual 報告書に対する遺伝学委員会のコメント 
マンクス： 
遺伝委員会のメンバーは基準の変更を歓迎しており、マン島で発生した品種との交配によってカ
テゴリーII 自然種の地位が確固たるものになると考えています。また、マンクスの交配において
は尾のあるマンクスが必ず出現することから、ショーに出陳できることも承認します。マンクス
のTボックス変異は劣性致死性であるため、尾のないマンクスはすべて正常な遺伝子を持ち、正
常な尾の長さの子猫を産むことができます。理想的には、尾のないマンクスまたは短い尾のマン
クスは、ホモ接合型マンクス変異胚の不完全な発育と再吸収を避けるために、正常な尾を持つマ
ンクスと交配するべきです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 



 
 
 



 

 
 



 



                                                    
 
●SB および HHPスタンダードの変更に関するルール委員会のコメント 
 
概要： 
ルール委員会は、サイベリアンとHHPの両方のスタンダード変更を検討しました。 
 
両方の提出物が承認され、それぞれの品種セクションに提出されて投票が行われました。 
 
SB部門は変更を承認した（賛成64%、反対34%、投票数92） 
 
HHP部門は変更を承認した（賛成96.6%、反対3.39%、投票数59） 
 
Siberian Breed Standard  
ブリードセクションのメンバーからの要望により、前回提出されたものから若干修正された。 
•Copper の目の色は望ましくないため削除されました 
• MCと PS の texture はW/Wからペナルティに変更されました。 
 
HHP Breed Standard  
スタンダードの主要な改訂点の一つは、第16条の失格規定の記述を書き換え、HHPには適用
されない規定を削除したことで、これによりHHPの必須失格規定に関する誤解が解消されます 
 



一般的に、TICA は状態とバランスにポイントを割り当てる品種スタンダードを推奨していませ
んが、HHP については例外が適切です。 
 
 
●2025 Annual 報告書に対する遺伝学委員会のコメント 
 
Siberian:  
Spring Meetingで、これらの変更の大部分について検討しました。その際に推奨された変更点
がいくつかありましたが、ここでそれらに対応しています。全体として、以前の標準を大幅に明
確化し、より明確で正確なものになりました。素晴らしい仕事でした 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要：HHP には、想像し得る限りのあらゆる毛色と色の組み合わせがあります。毛の長さは、
短く滑らかなもの、ふさふさしたもの、それらの組み合わせ、あるいはその中間のものなど
様々です。尻尾は長くても短くても縮れていたり、あるいは全くなかったりします。目の色
は、母なる自然の気まぐれに応じて、毛色とほぼあらゆる形で調和させることができます。
毛色、目の色、そして毛色と尻尾の長さは、どのようなものでも許容されます。HHPにとっ
て最も重要なのは、その全体的な状態と幸福です。理想的なHHPは、清潔で、栄養状態が良
く、成猫であれば去勢・避妊・去勢手術を受けている猫です。猫の笑顔は、健康と満足感に満
ち溢れているように見えます。 

 
美しさ；これらのポイントは、審査員の好みに応じて付与されます。多くのジャッジは、美しい
模様、色彩、そしてパターンに注目します。全体的な優美さとバランスは、美しさを判断す
る上でしばしば考慮される要素です。家庭で飼われているペットにおいては、美しさは見る
人の目によって大きく左右されます。 

 
性格：HHP は、警戒心が強く、友好的で、扱いやすいことが求められます。ショーに慣れてい
ないため、多少の緊張は許容されます。ハンドラーによってケージから出さなければならな
い猫が、その後ジャッジによるハンドリングに全く抵抗がない場合は、ペナルティは課され
ません。 

 
状態： 
被毛：被毛は完全に清潔で、もつれや寄生虫の痕跡が一切ないこと。猫はよく手入れされている
必要があります。被毛は見た目も手触りも良好である必要があります。より良いグルーミン
グと、より幸せで健康な仲間となるためのトリミングは、猫がその他の健康状態が良好であ
る限り、減点の対象とはなりません。目、耳、鼻、口、爪：清潔でなければなりません。目と
鼻には異物があってはなりません。耳の審査は、保護猫の多くが過去に耳の問題を抱えてい
るため、猫に負担をかけない程度に簡略化して行う必要があります。審査員による厳密な検



査は、猫を傷つけたり、動揺させたりすることがあります。爪は必ず切断する必要がありま
すが、苦痛を与えない方法で検査する必要があります。 

理由：保護猫はショーへの参加を頻繁に依頼されており、当団体には定期的に保護猫を展示して
いる常連の猫が多数います。その他の健康状態が良好な動物は、「再開」が必要だったとして
も減点の対象とはなりません。 

.  
バランスとプロポーション：猫は全体的にバランスが取れている必要があります。そのため、
大きな猫に小さな頭、あるいはその逆は、やや不釣り合いです。また、猫は体の大きさに見
合った体重であるべきです。太りすぎも痩せすぎも望ましくありません。筋肉の緊張は良好
である必要があります。高齢のペットを飼っている場合は、ある程度の配慮が必要です。 

 
根拠：HHP は様々な国から来ているため、体型はそれぞれ異なります。さらに、血統書付きス
タンダードにおいても、体型のバランスが崩れていることが求められる品種があります。さ
らに、成猫のHHPはすべて去勢・避妊手術を受けているため、「去勢済み」とだけ言うのは
誤りです。 

 
SEXUAL STATUS: （性的状況）成猫のHHP（8ヶ月以上）は避妊去勢手術を受けなければ
なりません 

理由：実際のプロセスと慣行を反映していないため、この記述は削除すべきです。多くの HHP
は子猫で避妊・去勢されていない状態で登録されています。また、EOは、元の紙の申請書に
記載された日付以外に避妊・去勢の証明を要求したことは一度もありません。しかし、避妊・
去勢されていない成猫のHHPは登録できません。オス猫の場合は明らかであり、メス猫の場
合は日常的に明らかになるでしょう。 

 
長毛種と短毛種の定義：エントリーの適切なクラスについて疑問が生じた場合は、尾の毛の長さ
が決定要因となります。毛の長さが1.5インチ（約3.7cm）以上でふわふわしている場合は
長毛種とみなされます（若い子猫の場合は、毛の長さが若干短くなる場合があります）。それ
でもなお疑問がある場合は、耳や足の毛束の長さなど、細部に注意してください。 

 
血統書付き HHP：血統書付きの純血種と見做されるHHPは、他のすべてのHHPと全く同じ
基準で審査されます。公認品種との類似性のみを理由に、減点や優遇措置を受けることはあ
りません。理由：地球上に「純血種」は存在しません。理想的には、すべての資料をこの基
準で更新する必要があります。 

 
考慮事項: ほとんどの血統書付き純血種の基準で認められていない身体的異常は、HHPでは許
容されるものとします。斜視、尾の曲がり、余分な指などにはペナルティを課さないものと
します。HHPの多くは保護された野良猫であるため、耳や目の裂け目または欠損、欠損ま
たはその他の部分、失明、断尾など、これらに限定されない身体的損傷にペナルティを課さ
ないものとします。ただし、問題が継続的なものであり、ケアと生活の質の欠如を示してい
る場合は除きます。根拠: 第 16 条をこの基準に組み込む方法の変更に伴い、このクラスの
猫が「完全」ではないことは珍しくないという事実をより明確にしたいと考えていますが、
だからといって素晴らしい仲間であることに変わりはありません。 

 
子猫：子猫は、毛の長さのクラス内では毛色クラスに関係なく、単一のグループとして審査され
ます。つまり、長毛種の子猫は1つのグループとして審査され、短毛種の子猫も1つのグル
ープとして審査されます。子猫は部門賞の対象となりません。理由：現在の記述では、この
記述は矛盾しています。 

 
賞授与を保留する(WW): 明らかに汚れている、または状態が悪い猫には賞品を授与しないでく
ださい。気質は挑発的であってはならないもので、明らかな挑発行為は失格となります。猫
は恐怖を示したり、逃げようとしたり、大声で不満を言ったりすることはあっても、危害を
加えると脅すような行動は認められません。 

 



現在 ‒ HHPスタンダードには、血統猫スタンダードと同じ第16条が含まれています。このセ
クションの多くの部分は適用されず、HHPにおける保留とみなされるものについて審査員
の間で誤解を招いた可能性があります。参考までに、今日の挿入文を以下に示します。ショ
ールール第 16 条に従い、次の猫は強制失格とみなされます。噛む猫 (216.9)、欺く意図
の証拠を示す猫 (216.10)、2 つの睾丸が下降していない成猫の雄猫 (216.11)、委員会が
承認した標準で許可されている場合を除き、尾の全部または一部が欠損している猫 
(216.12.1)、負傷の結果であることが証明されるか、委員会が承認したスタンダードで許可
されている場合を除き、前足に 5 本以上の指があり、後ろ足に 4本以上の指がある猫 
(216.12.2)、委員会が承認したスタンダードで失格が要求される場合、尾の欠陥が見えるま
たは見えない場合 (216.12.4)、委員会が承認したスタンダードで失格が要求される場合、
斜視の場合 (216.12.5)、完全に失明している場合 (216.12.6)、品種にそぐわない、著し
く小さいサイズの場合(216.12.9)、胸骨の陥没、または胸郭自体の直径が異常に小さいこと 
(216.12.11.1) が挙げられる。 

 
2024年 4月のショーで発生した事件を受け、審査委員会のメンバーから委員長に連絡があ
り、この問題への対応について問い合わせがありました。以下は、第16条の改訂版掲載案で
す。原文の一部は削除済みであるため、ここにはそのまま残しています。 
ハイライト表示（TICA ・HPオリジナルを参照）されている部分は追加案で、1つ誤植が見つ
かりました。以下は、HHP委員会が掲載を希望する内容です。 
 
216.12 審査で発見される多くの異常は、品種特有のものではなく、すべての猫に見られるの
です。責任ある繁殖は、品種の保存と健康維持を目的としており、これらの異常の軽減また
は排除に重点を置きます。HHPはこの規則の対象外です。ただし、ショールール第16条
に基づき、以下の場合は強制的に失格となります：噛みついた猫（216.9）、欺く意図を示
す猫（216.10）、 
成猫の雄で、睾丸が2つ下降していない完全な体型の猫(216.11)、尾の全部または一部が
欠損している猫(委員会が承認した基準で許可されている場合を除く)(216.12.1)、前足の指
が5本以上、後ろ足の指が4本以上の猫(負傷の結果であると証明された場合、または委員
会が承認した基準で許可されている場合を除く)(216.12.2)、委員会が承認した基準で失格
とする場合の、尾の欠陥が目に見えるか見えないか(216.12.4)、委員会が承認した基準で
失格とする場合の斜視(216.12.5)、完全に失明している猫(216.12.6)、品種にふさわしく
ないほど著しく小さい猫(216.12.9)、胸骨が陥没しているか、胸郭自体の直径が異常に小
さい猫(216.12.11.1)。 
さらに、216.4.1 はすべてのクラスに適用されます。審査員は、登録規則第3条に規定さ
れている場合を除き、リングに展示されたすべての猫をハンドリングし、身体検査しなけれ
ばなりません。審査員によるハンドリングおよび身体検査が行われていない猫には、賞を授
与することはできません。ペナルティおよび失格に関するより包括的な規則については、シ
ョールール第16条を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要：HHPは、想像し得る限りのあらゆる毛色と色の組み合わせで存在します。被毛の長さ
は、短く滑らか、ふわふわ、それらの組み合わせ、あるいはその中間の毛色です。尻尾は長
くても短くても縮れても、あるいは全くなくても構いません。目の色は、母なる自然の気ま
ぐれに応じて、被毛の色とほぼあらゆる形で調和させることができます。被毛と目の色、そ
して被毛と尻尾の長さは、どのようなものでも許容されます。HHPにとって最も重要なの



は、その全体的な状態と健康です。理想的なHHPは、清潔で、栄養状態が良く、成猫であ
れば去勢・避妊手術を受けている猫です。猫は健康で満足感に満ち溢れているように見える 

 
美しさ：これらのポイントは、個々の審査員の好みに応じて付与されます。多くの審査員は、
美しい模様、色、模様に注目します。全体的な優雅さとバランスは、美しさを判断する上で
しばしば考慮される要素です。HHPにおいて、美しさは見る人の目によって決まります。 

 
性格：HHPは、警戒心が強く、友好的で、扱いやすいことが求められます。ショーに慣れてい
ないため、多少の緊張は許容されます。ハンドラーによってケージから出さなければならな
い猫が、その後審査員によるハンドリングに全く抵抗がない場合は、ペナルティは課されま
せん。 

 
状態:  
毛: 毛は絶対に清潔で、もつれや寄生虫の痕跡が一切ないこと。猫はよく手入れされている必
要がある。毛は見た目も感触も気持ち良いものでなければならない。より手入れが行き届い
て、より幸せで健康な仲間となるために毛を刈ったとしても、猫がその他の点で健康/コン
ディションが良好である限り、減点されるべきではない。目、耳、鼻、口、爪: 清潔でなけ
ればならない。目と鼻には異物があってはならない。耳は、保護された猫のほとんどが過去
に耳の問題を抱えていたため、猫を驚かさない程度に簡単に審査されるべきであり、審査員
による徹底的な検査は猫を傷つけたり動揺させたりする傾向がある。爪は刈らなければなら
ないが、苦痛を与えないような方法で検査されるべきである。 

 
バランスとプロポーション：猫は体の大きさに対して適切な体重であるべきです。太りすぎも
痩せすぎも望ましくありません。筋肉の緊張は良好である必要があります。高齢のHHPの
場合は、多少の配慮が認められる場合があります。 

 
SEXUAL STATUS:（性的状況）： 成猫のHHP（8ヶ月以上）は避妊去勢手術を受けなけれ
ばなりません 

 
長毛種と短毛種の定義：エントリーの適切なクラスについて疑問が生じた場合は、尾の毛の長さ
が決定要因となります。毛の長さが1.5インチ（約3.7cm）以上でふわふわしている場合は
長毛種とみなされます（若い子猫の場合は、毛の長さが若干短くなる場合があります）。それ
でもなお疑問がある場合は、耳や足の毛束の長さなど、細部に注意してください。 

 
血統書付き HHP：血統書付きHHPは、他のすべてのHHPと全く同じ基準で審査されます。
公認品種との類似性のみを理由に、減点や優遇措置を受けることはありません。 

 
考慮事項：ほとんどの血統書スタンダードで認められていない身体的異常も、HHP としては許
容されます。斜視、尾の曲がり、余分な足指などについては、ペナルティは適用されません。
HHPの多くは保護された野良犬であるため、耳、目、その他の部位の裂傷または欠損、失明、
断尾など、これらに限定されない身体的損傷については、ペナルティは適用されません。た
だし、問題が継続的なものであり、ケアや生活の質の欠如を示している場合は除きます。 

 
KITTENS：子猫は、毛の長さのクラス内では毛色クラスに関係なく、一つのグループとして審
査されます。つまり、長毛種の子猫は一つのグループとして審査され、短毛種の子猫も一つ
のグループとして審査されます。子猫は部門賞を授与されません。 

 
賞を保留する(WW): 明らかに汚れている、または状態が悪い猫には賞品を授与しないでくださ
い。気質は挑発的であってはならないもので、明らかな挑発行為は失格となります。猫は恐
怖を示したり、逃げようとしたり、大声で不満を言ったりすることはあっても、危害を加え
ると脅すような行動は認められません。 

 



216.12 審査で発見される異常の多くは、品種特有のものではなく、すべての猫に見られるもの
です。責任ある繁殖は、品種の健康を維持しながら品種を保護することを目指しており、こ
れはこれらの異常を軽減または排除することに重点を置くことを意味します。HHPはこのル
ールの対象外です。ただし、ショールール第16条に従い、以下の場合は強制的に失格となり
ます：噛みついた猫（216.9）、欺く意図の証拠を示す猫（216.10）。さらに、216.4.1 はす
べてのクラスに適用されます。ジャッジは、登録ルール第 3 条に規定されている場合を除き、
リングに示されたすべての猫を扱い、身体検査しなければなりません。ジャッジによる取り
扱いおよび身体検査が行われていない猫に賞を与えることはできません。罰則と失格に関す
るより包括的なルールについては、ショールール第 16 条を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サイベリアンとHHP のスタンダード変更に関するルール委員会のコメント 
概要： 
ルール委員会は、サイベリアンとHHPのスタンダード変更について検討しました。 
両方の提案が承認され、それぞれの品種部門に投票のために提出されました。 
SB部門は変更を承認しました（賛成64%、反対34%、投票数92）。 
HHP部門は変更を承認した（賛成96.6%、反対3.39%、投票数59） 
 
Siberian Breed Standard  
ブリードセクションのメンバーからの要望により、前回提出された物から若干の修正が行われた。 
• Copper の目の色は望ましくないため削除されました。 
 
• MCと PSの毛質はW/Wからペナルティに変更されました。 
 
HHP Breed Standard  
スタンダードの主要な改訂点の一つは、第 16 条の失格規定の記述を書き換え、HHP には適用
されない規定を削除したことです。これにより、HHP の必須失格規定に関する誤解が解消され
ます。 
TICA は一般的に、コンディションとバランスにポイントを配分する品種基準を推奨していませ
んが、HHPについては例外が認められています。 
 
2025 Annual HHP規格変更に関する遺伝学委員会のコメント 
HHP スタンダード変更：遺伝学委員会にとって、これは好ましい内容です。 



品種報告書に関するルール委員会のコメント ‒ Annual 2025 報告書 
1. 問題点 
TICAの規則には、品種報告書に必要な情報に関するガイドラインが定められていません。ブリ
ーダー数やTICA地域における分布といった重要な情報がなければ、品種が次の段階に向け
てどのように進歩しているかを評価することは困難です。 
2. PNB報告書：PNBステータスにある品種は存在しません。 
3. ANB レポート: 33.7.4.3 に基づき、各 ANB 品種は、会議の ６0日前までに、品種の状況
に関するレポートをルール委員会、遺伝学委員会、および事務局に提出する必要があります 
 
以下の品種が報告を提供しました: 
• Serengeti (SE)  
• Toybob (TB/TBL)  

 
Serengeti  
報告書は付録Aを参照 
委員会は、現在この品種に関わっている猫の数とブリーダーの数が比較的少ないことに留意
しました。委員の中には、インターネット上の情報不足がこの品種に悪影響を与えているの
ではないかと感じている人もいました。例えば、 
 

• TICA サイトにはセレンゲティの写真が 1 枚しかありません。ダウンロード可能な品種紹
介は 2018 年のものであり、TICA 品種ページを適切に入力する必要があります。 

 
• セレンゲティ猫をグーグルで検索すると、Wikipedia に素敵な写真が 1 枚見つかります 
残りはベンガル猫の写真のようで、サーバル猫の写真もいくつか出てきます 
 
•この品種専用のウェブサイトはありません (Toybobs を検索するとToybobクラブが表示さ
れますがこれとは異なります)。 
 
最初のステップとして、規則委員会は、ワーキング グループが TICA Web サイトの既存の品
種ページを確認し、他の確立された犬種と比較して、何を追加できるかを確認し、その後 
TICA ウェブマスターと協力してさらに情報を追加することを推奨しています。 
 
.  Toybob   See Appendix B  
 
4 つの新しいチャンピオンシップ Breed  
 
●今年は、2015年 8月 33日と 2016年 8月 33日に義務付けられたテネシーレックス
（2024年 5月 1日よりチャンピオンシップに昇格）の年次報告3回のうち最初の年となる 
 
 ●ハイランダーグループは2025年 5月 1日よりチャンピオンシップに昇格したため、
33.8.15および33.8.16に基づく報告書は今回の会合では提出不要です。 
l.  
2024年の年次会合では、新しいラグドール/ケルビム・グループに対し、規則33.8.15および
33.8.16に基づき、3年間の年次報告書の提出が求められました。最初の報告書は2026年の年
次会合で提出が義務付けられます。 
 
テネシー・レックス 
最初の年次報告書は付録Cに添付されています。 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 
 
 



 
 

 
 
●2025 Annual 品種報告書に対する遺伝学委員会のコメント: 
 
セレンゲティ：セレンゲティは苦戦しています。マーティンが指摘するように、TICAのウェ
ブサイトでセレンゲティに関する情報をより多く、より質の高いものにし、広報活動を強化す
るために時間と労力を費やすべきです。LCWWはWCCの加盟団体ではないため、この犬種が
TICAに加盟する手助けはできませんが、TICAのブリーダーの間で少しでも関心を高めること
はできるかもしれません。 
 
テネシー・レックス：良好 
 
トイボブ：順調に進んでいます 
 
 
● Bylaws 14.2 および 17.4（品種の健康問題）の改正  
この提案は、2025年春季会議に向けてForest が提出した提案の改訂版です。 
この改訂版では、当初提案されていた必須検査（登録規則310.1）への言及が削除されまし
た。提案された健康面に関する事項は、品種委員会の任務の一部として、品種標準ではなく、
standing rule104.2.1 に定義されているブリーディングプログラムに組み込まれました。 
TICAの規則では、ブリーディングプログラムはPNB（登録規則33.6.1.4.3）、ANB（登録規
則33.7.1.6.3）、そしてチャンピオンシップ（登録規則33.8.8.3）への昇格手順の中で言及さ



れていますが、現時点では詳細な定義はされていません。この提案は最初のステップであり、
新規および既存の繁殖委員会の両方にとって、ブリーディングプログラムを確立するための更
なるガイドラインとなるでしょう。 
ブリーディングプログラムの承認手続き案は、現行の品種標準変更手続き（17.4.1）と整合し
ています。投票にかかる費用については、2年ごとに自由投票を認めるという規則1018.2.2
が適用されます。 
提案されている規則変更は、TICAに登録されている猫の健康に関するものです。TICAは「ブリ
ーダー、飼い主、出陳者、そして一般の人々に対し、品種の繁殖、展示、改良、そしてすべての
猫のケアと福祉に関する知識と関心を高めるための情報の発信」という使命と目標を掲げていま
すが、現在、猫の品種特有の健康リスクに関する規則は制定されていません。提案されている規
則変更は、規則をTICAの使命と目標に沿わせるだけでなく、科学的知見の蓄積に合わせて現代
化することを目指しています。 
これらの規則の目標は、(1)品種の現在の健康上の懸念を特定することによって福祉を向上させ
ること、(2)繁殖前にブリーダーに知識を提供すること、(3)ブリーダーと購入者の間で品種特有
の病気の蔓延に関する認識を高めることです。. 
これらのルール変更は、品種間の健康上の懸念の違いを認識しつつ、遺伝的多様性を維持する
ことを目的としています。これらのルール変更により、各品種委員会が各品種の潜在的な健康
上の懸念を特定し、それらの健康上の懸念に応じた品種固有の健康検査に関する助言を行うこ
とが認められることになります。遺伝的多様性は品種全体の健康に不可欠な要素であるため、
このような品種固有の検査に必須の合格基準は設けられません。代わりに、助言に基づく健康
検査を行うことで、ブリーダーは交配の可能性について、より情報に基づいた判断を下すこと
ができます。  
例えば、品種委員会が自社の品種にPKD（ペキニーズ疾患）の懸念がある場合、繁殖プログラ
ムの一環としてこの懸念を共有することがあります。委員会がこの問題が当該品種にとって緊
急を要すると判断した場合、猫にPKDの遺伝子検査を受けるよう勧告することがあります。同
様に、品種委員会が股関節検査の要件を定めた場合、猫は特定の股関節グレードを有する必要
はありませんが、ブリーダーには股関節グレードに基づいて検査することが推奨されます。こ
れにより、ブリーダーは懸念される疾患のリスクを低減する組み合わせを選択できるようにな
ります。 
これらのルール変更により、品種特有の健康問題への意識が高まることが期待されます。品種
委員会は、品種特有の健康問題について、ある程度の頻度で説明するか、あるいは重大な健康
問題はないと表明することが求められます。 
これらのルール変更により、ブリーダーは自身の血統についてより深く理解するよう促されま
す。ただし、このルールはブリーダーが（品種委員会の勧告がある場合に）健康検査を受ける
ことを推奨するものであり、登録や展示会への出陳のために健康検査を受けていない猫の参加
を妨げるものではありません。 
猫の健康を守るための同様の条例を制定している他の猫協会には、GCCF と FIFe があります。
GCCFでは、各品種諮問委員会が承認された繁殖方針を作成、公表、推進することが義務付けら
れており、その後、遺伝委員会による審査が行われます。この方針には、既知の遺伝性疾患の説
明と、それらを管理・軽減するための計画が含まれることになっています。GCCFはまた、遺伝
性疾患の撲滅を明確な目的としてブリーダーが利用できるシステムである遺伝子登録制度も導
入しています。FIFe にも、同様の品種固有の検査要件があります。ただし、これらは品種委員会
ではなく、繁殖登録委員会全体によって設定され、科学的研究によって裏付けられ、少なくとも
5年に1回は見直される必要があります。 
私たちが提案する規則変更は控えめなものです。これらの変更は、TICAの使命に沿って規則を
更新し、純血種の猫の健康を最優先にすることを奨励し、ブリーダーの知識を向上させること
を目的としています。さらに、これらの規則が登録制度における猫の健康を擁護することで、
政府の監督を求める国民の要望を軽減するのに役立つことを願っています。ヨーロッパでは、
いくつかの品種が禁止されたり、禁止の危機に瀕しています。繁殖プログラムに健康上の懸念
事項を含めることで、消費者とブリーダーの両方の知識が向上します。将来、品種固有の検査
を実施することで、政府の監督ではなく、自主規制の強化が促進される可能性があります。 
 
 



●Bylaw14.2 の改正： 
14.2 職務。各品種／品種グループ部会の委員は、当該品種／品種グループを後援し、当該品種
／品種グループの包括的な基準および繁殖ガイドラインの策定に責任を負う。各品種／品種グ
ループ部会の委員は、当該品種／品種グループの基準の修正および改訂を提案し、また、少な
くとも5年に1回、繁殖ガイドラインの健康に関するセクションを更新する責任を負う。 
 
Bylaw 17.4を追加： 
17.4 品種委員会の任務。 
 
17.4.1 品種/品種グループ セクションの正当な投票権を持つメンバーによって提出された品種
スタンダードの変更、修正、または削除案に関して、品種/品種グループ セクションのメン
バーを代表します。品種委員会に提出された提案は、品種委員会委員長が遺伝学委員会とル
ール委員会に検討と承認のために提出する前に、委員会の過半数の投票によって承認される
必要があります。品種委員会委員長は、品種委員会による承認後 5 日以内に承認された提
案を前述の委員会に提出し、委員会によって承認されなかった提案を当初の提出者に返却す
る責任があります。品種委員会メンバーはそれぞれ、前述の委員会または個人に提出された
品種提案にコメントを添付できます。遺伝学委員会とルール委員会の承認後、提案は 
118.2 に従って品種/品種グループ セクションの投票のために事務局に提出される必要が
あります。 

 
17.4.2 品種委員会は、品種の繁殖ガイドラインを変更する場合、17.4.1 と同じプロセスを使
用するものとする。 

 
上記の変更が会員投票で承認された場合は、次の内容を追加します。 
 
 
●Standing Rule 104.2.1 を追加する 
 
104.2.1 繁殖ガイドライン 繁殖ガイドラインは、初心者と経験豊富なブリーダーの両方にと
って貴重なリソースとして機能し、健康とタイプの両方に関する繁殖のガイドラインを提供し
ます。各繁殖ガイドラインには、品種の異系交配ポリシー、品種の遺伝的多様性を取り上げ、
必要に応じて品種固有の健康検査要件を概説した専用の健康セクションが含まれます。主な目
的は、室内でよく世話されている猫の健康と福祉に悪影響を与えることが科学的に特定されて
いる既知の遺伝学的問題を特定、管理、および緩和することです。  
104.2.1.1 繁殖ガイドラインのその他のセクションには、品種の歴史や品種セミナーの包括的
な説明が含まれますが、これらに限定されません。この説明は、極端な点を強調することなく
品種の本質的な性質を表現し、品種の完璧な例に向けてバランスのとれた一貫した繁殖を促進
することを目的としています。 
104.2.2 Each Breed/Breed Group Section is strongly encouraged to present at least 
one Breed/Breed Group Seminar every 3 years. 
104.2.2 各品種/品種グループセクションでは、3 年ごとに少なくとも 1 回の品種/品種グル
ープセミナーを開催することが強く推奨されます。 
  
Rules Committee のコメント 
1. 「提案された変更によって影響を受けるその他の規則について、また、意図された意味を伝
えるために適切な用語が使用されていること、そして全体を通して用語の統一性を確保する
こと」について規則委員会は、これを主に新品種の開発に使用される「繁殖プログラム」へ
の追加として捉えるのではなく、「繁殖ガイドライン」という用語の方が適切であると判断
しました。 
繁殖プログラムの定義はすべて登録規則の一部であるべきであり、今回の変更の範囲外です 

 
 



2. 提案のメリット（またはその他のメリット）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基
づく「提案の審査」） 
Pros（メリット）  
• 繁殖ガイドラインは、新規ブリーダーが健全な繁殖プログラムを開始し、経験豊富なブリー
ダーが最新の動向を把握するための貴重なリソースとなります。 
• TICAが猫の健康と福祉に注力していることを示すものです。 
デメリット： 
• 追加文書の作成にはボランティア活動の増加が伴うため、会員が品種委員会メンバーとして
積極的に活動することを躊躇する可能性があります。 
• 5 年ごとの更新には、品種委員会が適切なタイミングで更新を行っているかを追跡する必要
があり、EO（欧州委員会）における追加作業と自動化が必要になる可能性があります。 
 
 
●Bylaw 14.2 および 17.4（繁殖衛生問題）の改正 
 
提案 
2025 Annual 提案に対する遺伝学委員会のコメント 
品種の健康問題と繁殖プログラムに関して、考慮すべき点がいくつかあります。1. TICA
は、世界最大の猫の遺伝子登録機関です。2. 私たちは、TICAの品種が繁栄し、健康である
ことを願っています。3. 他の多くの血統書付きの猫（および犬）登録機関では、評判の良い
ブリーダーによって繁殖された特定の品種のメンバーの健康状態と検査に関して、何を探す
べきかについての情報が簡単に入手できます。 
私たちの規則では、品種の開発における繁殖プログラムについて言及していますが、それを
定義したことはありません。 
動物福祉法が制定された今日では、健康問題が私たちにとって重要であることを積極的にす
る必要があります。 
私たちは、ブリーダー、審査員、そして一般の人々への教育を優先すべきだと決定してお
り、ここは私たちがその教育の一部を提供できる場所です。 
これらすべてを考慮すると、この提案は良いアイデアであり、良いスタートです。 
 
具体的なコメント::  
 14.2 義務において、「各品種／品種グループセクションのメンバーは、繁殖プログラムの健
康セクションを少なくとも5年に1回見直し、更新し、必要に応じて当該品種／品種グル
ープの基準及び／又は繁殖プログラムの修正案および改訂案を提出する責任を負います。 
変更は必ずしも必要ではない場合もありますが、少なくとも見直しと承認を受ける必要があ
ります。」 

 
104.2.1 繁殖プログラムの最初の段落の末尾に誤字があります。「主な目標は、適切に飼育さ
れている室内猫の健康と福祉に悪影響を与えることが科学的に特定されている既知の遺伝学
的問題を特定、管理、および軽減することです。」これは「適切に飼育されている室内猫の
健康と福祉に悪影響を与える」または「適切に飼育されている室内猫の健康と福祉に悪影響
を与える」と正しくは「適切に飼育されている室内猫の健康と福祉に悪影響を与える」です 
 
「17.4.1 品種委員会は、当該品種の繁殖プログラムを変更する場合、品種標準の変更と同じ手
順を用いるものとする。より明確にするためには、「17.4.1 品種委員会は、繁殖プログラ
ムを変更する場合、品種標準の変更と同じ手順を用いるものとする。」とすべきかもしれま
せん。 

 
 
 
 
 
 



●Amend By-Laws 17.4 Duties of Officers (Breed Committee Newsletters) -  
By-Laws17.4 役員の職務の改正（品種委員会ニュースレター） 
理由: TICA の品種委員会は TICA の品種の管理者であり、品種/品種グループ セクションの
メンバーおよび理事会に対して積極的に関与し、コミュニケーションを取り、主張すること
が奨励されるべきです 
TICAの登録機関としての使命は、多くの品種を保護することです。この使命の一環とし
て、品種委員会が選出された知識の宝庫となり、新規ブリーダーを指導し、品種の健全性と
存続のために尽力するよう奨励することも重要です。このニュースレターは、品種委員会が
会員やブリーダーを教育するための場を提供するものであり、これはTICAの今後の中核目
標の一つです。 
この変更をTICAの定款に盛り込むことで、品種委員会のこの責務が、他の品種／品種グル
ープセクションに最善を尽くすための重要な責務として会員に認識されるようになります。 

 
 
●Bylaw17.4を改正する： 
 
17.4 品種委員会の任務。 
 
17.4.1 品種/品種グループ部会の誠実な投票権を持つメンバーによって提出された品種標準の
変更、修正、または削除の提案について、品種/品種グループ部会のメンバーに報告する。
品種委員会に提出された提案は、品種委員会委員長が検討および承認のために遺伝学委員会
および規則委員会に提案を送付する前に、委員会の過半数の投票によって承認されなければ
ならない。品種委員会委員長は、品種委員会による承認後5日以内に承認された提案を前述
の委員会に送付し、委員会によって承認されなかった提案を当初提案を提出した個人または
個人に返却する責任がある。品種委員会のメンバーはそれぞれ、前述の委員会または個人に
提出された品種の提案にコメントを添付することができる。遺伝学委員会および規則委員会
の承認後、提案は118.2に従って品種/品種グループ部会の投票のために事務局に送付され
なければならない。 

 
17.4.2 理事会が定めた定款に従い、品種/品種グループセクションのメンバーと理事会に品種
に関する関心事項を定期的に通知します。 

 
上記が会員投票で承認された場合、現在の 107.4 を 107.4.1 に番号を変更し、定款 
107.4.2 を追加します。 
 
107.4.1 品種委員会委員に対する投票は事務局によって行われ、その結果は品種委員会委員長
に報告されるものとする。 

 
107.4.2 品種委員会は、ショーシーズン終了後60日以内に、品種セクション／グループのメ
ンバーおよび理事会に年次電子ニュースレターを提供することを強く推奨します。ニュース
レターの目的は、品種特有の動向、健康問題、法規制、標準改訂、教育トピックについて会
員に情報を提供することです。また、登録および会員動向についても取り上げることができ
ます。 

 
Rules Committee コメント 
1. 「提案された変更によって影響を受けるその他の規則について、また、意図された意味を伝
えるために適切な用語が使用されること、そして全体を通して用語の統一性を確保すること」
について 
他の規則は明らかに影響を受けないものの、EOはこのプロセスの一環として調整役を担うべき
である。例えば、ニュースレターの共通テンプレートの指定、ニュースレターの制作状況の追
跡、TICAウェブサイトへのニュースレターのアーカイブ化などが挙げられる。 
 
 



2. 提案のメリット（またはその他のメリット）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基
づく「提案の審査」） 
 
ルール委員長の注記: ルール委員会は、これは良いアイデアであることには同意するものの、単
にルールを追加するのではなく、まず適切なインフラストラクチャを構築する計画的な実装
が必要であると感じました。 

 
• 利点： 
•このようなニュースレターは、シナ種セクション/グループのメンバーにとって有益です。• 
教育活動に役立ちます（TICAの中核目標）。   
デメリット： 
•追加作業のため、会員が品種委員会への立候補を躊躇する可能性がある 
•作動していない委員会からは何も成果が得られない 
•特に大規模な品種セクション／グループでは、適切なインフラの整備が求められる（例：ニュ
ースレターを送信するためのTICA内部ツール、または少なくとも無料または安価で使いや
すい、検証済みの外部ツール、ニュースレターの発行頻度を追跡するプロセスなど） 
 
 
●ショールール23.6（入場拒否）の改正 
 
理由： 
現在のルールと比較すると、TICAによって一時的または永久的にサービスが停止されたこと
がある場合、またはクラブが過去に当該人物またはその猫と問題を抱えていた場合、クラブ
はエントリーを拒否できるようです。他に理由はないようです。 
このルールはTICAショーへのエントリー受付に関するものであり、クラブ会費を期日まで
に支払っていない人については適用されません。TICAは、ショーに出場するためにクラブに
所属することを強制していませんし、クラブの内部運営に関するガイドラインも定めていま
せん。 
率直に言って、23.6.3 の現在の文言は分かりにくいです。TICAの一時的または永久的な資
格停止リストは存在しません。あるのは一時的資格停止リストのみです。サービスの停止
は、一時的な場合も永久的な場合もあります。さらに、当ルールではクラブの一時的または
永久的な資格停止リストを作成または定義していません。繰り返しますが、TICAはクラブを
運営しているわけではありません。この規則は、TICA 公認のキャットショーへのアクセス
を提供することに関するものです。 

 
ショールール 23.6 の改正： 
23.6 ショー委員会は、その裁量により以下の理由によりエントリーを拒否することができる。 
 
23.6.1 受信されるエントリの最大数。 
 
23.6.2 ショー開催日が21日間の禁止期間中である 
 
23.6.2.1 ショーの開催日前 21日以内に真菌または伝染病や伝染病が発生した家または猫舎の
猫または子猫は、会場に入場および/または猫の出陳展示の資格がありません。 
 
23.6.3 出陳者の氏名が TICA 一時または停止リストに掲載されている。 
 
23.6.4 出陳者によるショールールおよび/または定款違反を主張する正式な抗議申し立てが提
出され、理事会は抗議申し立てを承認し、その結果、出陳者はTICAのすべてのサービスか
ら資格停止処分を受けました。 
 
23.6.5 エントリー者および/または出陳者の事前の行為が、協会の最善の利益、または猫の福
祉、またはクラブおよび/またはそのショーに有害である。 



23.6.5.1 ショー委員会は、23.6.5 を適用する場合、出陳者に書面で通知するものとします。 
 
23.6.5.2 ショー委員会は、情報開示の要請があった場合、出陳者に対し、有害な過去の行為の
詳細を開示するものとする。 

 
23.6.6 立ち入りが法律により禁止されています。 
 
23.6.7 最終エントリー日は過ぎています。最終エントリー日は、告知されている「締め切り
日」にかかわらず、エントリーを受け付ける最終日時です。ショー委員会は、エントリーを
受付順に受け付けますが、参加費の支払いを伴うエントリーを優先する場合があります。 

 
23.6.7.1 ショー委員会が 23.6.7 に従ってエントリーを拒否した場合、いかなる理由があって
もそれ以上のエントリーは受け付けられません。 

 
Rules Committee コメント 
 
1. 「提案された変更によって影響を受けるその他の規則について、また、意図された意味を伝
えるために適切な用語が使用され、用語の統一が図られるようにすること」 
The Rules Committee were tasked with re-examining this proposal after the Spring 
2025 Board meeting. The use of “Temporary” in 23.6.3 was questioned, as was 
the need for 23.6.4.  
Spring 2025 Board meeting後、ルール委員会はこの提案の再検討を任されました。
23.6.3 における「暫定的」という表現の使用と、23.6.4の必要性が疑問視されました。 

 
「一時的停止リスト」という用語は、例えば、Bylaws 113.1 およびStanding 1019.2、
1026.3.1、および1026.8.1 で使用されている用語と一致しているため、正しい用語です。 
 
TICAルールには、懲戒処分が一時資格停止リストに記載されなければならないと明記されてい
ないため、23.6.4は依然として必要です。懲戒処分によっては、永久資格停止につながる場合
もあります。 
 
2. 提案のメリット（またはその他の点）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基づく
「提案の審査」） 
利点： 
• 出陳者がショーに出展できない理由に関する規則を明確化する。 
• 用語を他の規則と整合させる。 
• 23.6.4 の文言変更により、苦情を申し立てた者がショーへの出陳を拒否されることがなくな
る。既存の文言は曖昧である。 
欠点： 
• クラブが運用を選択できる出場停止リストに関する言及を削除する。 
 
● Show Rule 216.12.12 (DQ DBE Cats)を追加する 
  
理念：TICAの使命は、会員が愛情深く責任ある猫の飼い主およびブリーダーとなり、血統書付
き猫の保護とすべての飼い猫の健康と福祉の促進に協力することを奨励することです。 
近年、ブリーダーは、カラーポイント（cs）、ホワイトセルフ（W）、ホワイトスポッテ
ィング（ws）など、これまで知られていた遺伝子に起因しない青い目を持つ猫を数多く特
定しています。これまで実現できなかった青い目のブラックセルフなど、より多様な毛色や
模様の青い目を作り出すため、ブリーダーはこれらの猫の品種改良を始めました。こうした
実験的な繁殖プログラムは、青い目の猫の人気が高まり、その特徴が複数の品種に導入され
るにつれて拡大しました。青い目を引き起こす遺伝子は複数特定されており、これらはすべ
て優性遺伝子であるため、総称して優性ブルーアイ（DBE）と呼ばれています。 

.  



しかし、この青い目の外観は紛れもなく印象的ですが、この特徴は先天性感覚障害、特に難
聴のリスクを著しく高め、猫の生活の質に深刻な影響を与える可能性があります。 
したがって、優性ブルーアイ（DBE）を繁殖プログラムに含めることは、責任ある繁殖慣行
の誠実性、そして猫自身の健康と福祉に関して深刻な懸念を引き起こします。この慣行は
TICAの使命に真っ向から反するものです 
レスリー・ライオンズ博士が最近のDBEに関するセミナーで述べたように、「ショーや登
録にDBEを受け入れてはいけません。既に良くないと分かっているものを、なぜ猫の品種
に取り入れようとするのでしょうか。予測が非常に難しいのです。様々な変異があり、聴覚
障害の問題につながることは間違いありません。そして、変異体の混合は問題となります。
聴覚障害のある猫に対する法律があることは既に知っています。私たちは猫の福祉をより良
くするための分野に着手しようとしています。では、猫の聴覚障害を引き起こすことが既に
知られている新しい突然変異を、今の時代に持ち込むことで、本当に人々の厳しい監視を受
けることになるのでしょうか。100年前にはそのような考え方はありませんでしたが、今
では私たちはそのような考え方を持っています。 
言い換えれば、TICAは、猫の福祉に悪影響を与えることが十分に裏付けられている遺伝子
をショーホールに持ち込むことで、血統種の健康と健全性だけでなく、将来の繁殖能力その
ものを危険にさらす覚悟が本当にできているのだろうか？動物福祉が国民や立法府の厳しい
監視の目にさらされている時代に、この道を歩み続けることは、責任ある猫の繁殖の根幹を
危険にさらす可能性がある。このようなことを知りながら容認するなら、私たちは一体何の
組織なのだろうか？ 

 
Proposal・提案  
この提案は、優位性ブルーアイ（DBE）を持つ血統猫を失格（DQ）とするものです。DBEを
責任を持って品種に取り入れることができると考えるブリーダーは、TICA理事会の承認を得
て、品種スタンダードへのDBEの組み込みを申請することができます。 
この件に関する以前の提案は、ミンク＆セピア部門の青い目の猫が目の色を理由に不利な扱い
を受けるべきではないとの判断から、2025 Spring meetingで承認されませんでした。した
がって、この改訂案は、トラディショナル部門の優位な青い目の猫にのみ適用されます。 
この提案されたルールの変更は、次の問題に対処することを目的としています。 
健康と福祉に関する懸念： 
優性ブルーアイは、先天性感覚障害、特に難聴の発生率が高く、猫の生活の質に影響を与え
ることが知られています。この特徴が毛色を問わず一貫して見られることは、遺伝的関連性
を示唆しており、他の発達異常や健康関連異常にも影響を及ぼす可能性があります。優性ブ
ルーアイの猫を失格とすることで、動物の福祉を最優先する繁殖方法を促進します。 

TICA の責任ある繁殖基準への準拠： 
TICAは、責任ある繁殖を通じて品種の健康を維持し、異常を軽減または排除することの重
要性を強調しています。DBE猫をショー会場で展示することは、潜在的な健康問題に関連
する特性を間接的に促進することになり、この原則に反します。このルール変更は、認定品
種の健康と持続可能性を最優先するというTICAのコミットメントを強化するものです。 

健康リスクに基づく失格の判例： 
斜視、下顎、尾の欠陥など、失格の理由となる他の身体的異常と同様に、DBEはショーホ
ールからの除外を正当化する遺伝的異常です。これにより、TICAのルール適用における一
貫性が確保され、高い繁殖基準が促進されます。  

倫理的な繁殖の促進： 
DBEをショー会場から除外することは、健康リスクに関連する形質を美観のために優先す
べきではないという明確なメッセージとなります。これは倫理的な繁殖慣行を促進し、一般
の人々とブリーダーに対し、表面的な形質よりも遺伝的健康の重要性を啓発することになり
ます。 

 
Show Rule 216.12.12: を追加する 
216.12.12 真っ白な猫を除き、ソリッド/トーティ/タビー/シルバーおよびスモーク部門のト
ラディショナルまたはセピアカテゴリーに分類されるブルーまたはオッドアイの猫は、委員
会が承認した基準によって許可されていない限り、失格となります。 



Rules Committee コメント 
１「提案された変更によって影響を受けるその他の規則、および意図された意味を伝えるため
に適切な用語が使用されていること、および用語の統一性を確保すること」についてなし 

2. 提案のメリット（またはその他のメリット）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基
づく「提案を検討する」） 

  利点： 
• 個々の品種基準を変更することなく、DBE猫の問題に対処します。 
• DBE 猫を識別するための明確かつ客観的な基準を提供します。 
欠点： 
• HHP/HHPKクラスには適用されません（216.12参照） 

 
 
●2025 Annual 報告書に対する遺伝学委員会のコメント 
ショールール216.12.12（DQ DBE猫）ベンガル品種委員会 / EN・RD 
 
遺伝学委員会のコメント 
遺伝学委員会はこの提案に賛成です。DBE の遺伝的原因のすべてが、罹患猫に感覚障害を引
き起こすわけではないことは理解していますが、現在様々な品種に導入されている遺伝的原因
の中には、感覚障害を引き起こすものがあることは承知しています。私たちは、血統書付きの
猫に意図的に有害遺伝子を導入することを奨励したくありませんし、ましてやショーのベンチ
（ジャッジ台）でそれを褒美したくもありません。  
これらの遺伝子は、既に青い目を持つポイントカラーの猫では検出されないことが分かって
います。また、ミンク色の猫は目が十分に青い場合があり、このルールを適用すると問題が
生じる可能性があります。遺伝委員会は、DBE遺伝子を持たない正当な猫を除外することな
く、セピア色の猫をこのルールに含めることができると考えています。セピア色の猫は青緑
色の目をしているかもしれませんが、白猫かDBE変異がない限り、品種に関わらず真に青い
目を持つ可能性は極めて低いからです。 
また、DBEは白猫にも潜んでいる可能性があり、DBEの変異によって、影響を受けた猫の
体の一部に白い斑点が現れることも認識しています。白斑遺伝子も持っていない限り、四肢
すべてが白い猫は稀です。DBE猫が好まれる理由は、白斑のないソリッド猫やタビー猫で青
い目を持つ猫は、エキゾチックで魅力的な外見をしているからです。白で青の目を持つ猫は
それほど珍しくないため、珍しい色を求める人にとってはそれほど魅力的ではありません。
この提案は、遺伝委員会がチャンピオンシップにおける白猫の最低限の白の基準をより厳密
に定義するというUCDへの勧告と相まって、TICAが有害なDBE遺伝子を優遇するのを防
ぐのに役立つでしょう。 
この提案のもう一つの良い点は、品種がDBE猫の飼育を許可するための根拠を示すことを認
めていることです。なぜこれが良いのでしょうか？それは、動物界には青い目を引き起こす
遺伝子は豊富に存在するものの、他に問題がないからです。人間は青い目の劣性遺伝子を持
っています。ハスキー犬には、ゲノムの全く異なる領域の突然変異を介して機能するDBE遺
伝子があり、それがメラノサイトが虹彩に移動する可能性に影響を与えるだけで、それだけ
です。そのため、ハスキー犬は、他の健康への影響なしに、その結果として片方または両方
の青い目を持つ可能性があります。同等のDBE遺伝子が猫で見つかり、悪影響がないことが
示された場合、それを許可するメカニズムがあるはずです。今後、追加の遺伝子検査がより
利用可能でアクセスしやすくなるはずです。それほど遠くない将来、一部の表現型に遺伝子
検査が必要とタグ付けし、遺伝子検査の結果に基づいて個体をチャンピオンシップに不適
格、さらには繁殖にさえ不適格とマークできるようになるかもしれません。まだそこまでに
は至っていませんが、当面は、これは正しい方向への一歩です。 

 
 
 
 
 
 



● Reg Rule 33.11（Trait or Breed のチャンピオンシップの取消）を追加 ‒ 遺伝学委員会 
.  
理由： 
1) TICAは新種およびNew Traits.の促進に関する詳細な手順を定めている。しかし、それら
を排除するための手順は存在しない。このシステムは不均衡である。 

2) これらのルールが施行されれば、遺伝委員会をはじめとする関係者にとって、新種または
New Trait の発展を支援しやすくなります。現在、私たちは以下の2つの点をトレードオフ
しています。a) 当該品種または形質の特徴に直接関連している可能性があるものの、中年
期に顕在化したり、影響を受けた猫を飼育するブリーダーによって隠蔽されたりしている、
将来起こりうる健康問題や福祉問題への懸念。b) 自らの品種または形質がチャンピオンシ
ップの地位を獲得するために、倫理的に努力を重ねているブリーダーにとって、大幅な遅延
なく、妥当なタイムラインを提供すること。近年、ブリーダーが新たに発見された特性を採
用するスピードは劇的に加速しています。猫の愛好において、熱意はもっと活用すべき前向
きな力です。新しい特性や品種の発展を抑制し、問題がないか10年から15年も待つので
はなく、熱意が高まっているうちに、より短期間で競争させることができれば有益でしょ
う。これを相殺するために、時間と追加情報によって特性に取り返しのつかない問題が明ら
かになった場合、除去できる仕組みが必要です。将来深刻な問題が生じた際に品種や特性を
取り消す可能性があるのであれば、正確な遺伝子、正確な変異、そしてそれがもたらす可能
性のあるすべての将来的な悪影響を知らずに、何かを導入する方が簡単です。 

3) 現在、ヨーロッパでは反品種法が急速に施行されています。これは、私たちの品種の健康と
保存にとって、存亡の危機です。これらの品種禁止の公式根拠は、様々な品種の猫の命が拷
問に等しいというものです。これまで禁止されてきた個々の品種の具体的な根拠は、しばし
ば明らかに虚偽でした。もし、品種や特性の評価において、科学的根拠に基づいた真の手順
があれば、他の地域で品種を禁止するために用いられてきた方法や根拠の欠陥を、より容易
に指摘できるでしょう。しかしながら、チャンピオンシップから品種や特性を削除する仕組
みがないため、協会としての私たちの声明の信頼性は、もしそうであれば低くなります。私
たちは積極的に行動する必要があります。レスリー・ライオンズ博士が最近のプレゼンテー
ションのスライドで述べたように、「品種を特徴づける突然変異が健康上の問題を引き起こ
す品種を『引退』させる」ことができるようにする必要があります。私たちの団体が、血統
書付きの猫、実際はすべての猫の健康と福祉を真剣に考えている事を示す必要があります。 

4) ここで概説したように、特性や品種の除去は容易かつ迅速なプロセスではなく、またそうあ
るべきではないことを明確にしておきます。除去の提案は、不満を持つ個人ではなく、
TICAの特定の公式委員会によってのみ提出できます。これは深刻な問題であり、軽々しく
行うべきではありません。ルール、遺伝学、猫の福祉、基準、審査委員会、または理事会な
どの委員会は、除去請願に必要な専門知識を有しています。私たちは、これを、TICAチャ
ンピオンシップ品種の健康状態を確保し、個々の猫が、その品種や特性に不可逆的に関連す
る有害遺伝子に邪魔されることなく、幸せで健康的な生活を送れるようにすること以外の目
的に使用してほしくありません。 

 
 
●REGルール33.11を追加: 
Trait または品種のチャンピオンシップステータスの取り消し 
 
33.11.1 TICA 常設委員会または理事会は、チャンピオンシップ犬種内の特定の形質または犬
種全体のチャンピオンシップ資格を取り消すために、その形質または犬種を定義する突然変
異が、室内でよく飼育されている猫の健康と福祉にさえ支障をきたす問題を直接引き起こす
場合、取り消し要求を行うことができます。 
 
33.11.2 取消要求は、裏付けとなる証拠とともに、取消の承認を求めるボードミーティングの
少なくとも 90 日前までに、遺伝学委員会の各委員、ルール委員会の各委員、および影響を
受ける品種委員会の各委員に送付されるものとします。 
 



33.11.3 チャンピオンシップ ステータスの取り消しを提案する意向通知は、申請が審議され
る会議の少なくとも 120 日前までに TICA トレンドに掲載され、品種/ trait に関するコメ
ントを事務局に提出するよう求められなければなりません。 
 
33.11.4 取り消しが適切かどうかを判断する基準には以下が含まれますが、これらに限定され
るものではありません。 

• 動物の健康や福祉に有害な健康状態や行動の変化の根底にある生物学的メカニズムの特徴付
け。 

•症状の重症度、生活の質への影響、出産数と生存率、寿命など、悪影響を受けた個体の割合を
確立する統計分析。 

•有害な影響を検出して防止し、またはその重大性を最小限に抑えるための緩和戦略。 
•症例報告や集団研究などの証拠。査読付きの獣医学または科学雑誌に掲載されているものが望
ましい。 

33.11.5 理事会において、取消申請を行う委員会の指定代表者（複数可）が、取消を裏付ける証
拠を正式に提出するものとします。これには、写真、イラスト、画像、統計、健康状態および
繁殖に関する報告書、品種または形質の実例、その他関連資料が含まれますが、これらに限定
されません。 
 
33.11.5.1 事務局が当該品種／trait に関して受け取ったコメントは、1つの文書にまとめ、会
議の少なくとも30日前までにボードメンバーに送付するものとする。正式な反論は、当該
品種の委員が作成し、提出することができる。反論は、以下のガイドラインに従うものとす
る。 
 
33.11.5.2 ボードは、取消を承認、不承認、または追加の要件を課すことができ、ボードは、
これらを完全な裁量で要求することができます。取消には、ボードの75%以上の賛成票が必
要です。 
 
33.11.6 品種または traitが取り消された場合、個々の猫および子猫は既存の登録番号を保持
します。取得したタイトルは保持されます。取り消し後、当該品種／traitは永久に、または
再登録されるまで、登録のみのステータスとなります。 
 
33.11.7 品種または trait が取り消された後、新たなデータによって当初の取り消しの根拠が
否定されることが判明した場合、チャンピオンシップ展示資格の復活を申請することができ
ます。復活手続きは、33.11.1～33.11.4に定められたものと同じ手順で行われます。 
 
33.11.7.1 請願は、TICA Standing委員会、ボード、または少なくとも 3 つの地域から少な
くとも 5人の TICA 会員によって行うことができます。 
 
33.11.7.2 復帰の請願は、当該品種または trait.に関する最後の委員会の決定から 3年経過し
てから検討されます。  
 
Rules Committee: コメント 
 
1.「提案された変更によって影響を受けるその他の規則について、また、意図された意味を伝
えるために適切な用語が使用され、用語の統一が図られるようにすること」 

  Annual 2024報告書への前回の提出と同様に、ルール委員会は「引退」ではなく「取り消
す」という用語を使用するように文言を調整しました。これは、「取り消す」という用語
の方がルールのより正確な表現であるためです。 
ルール委員会は以前と同様に、最終的にはPNBとANBにも同様のプロセスが必要になる
可能性があると指摘しています。現在、降格の唯一の理由は、年次報告書の提出の不履
行、または当該種への「関心の欠如」です。 

 



2. 提案のメリット（またはその他のメリット）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基
づく「提案の審査」） 
 
利点： 
• 避けられない深刻な健康問題が品種に発生した場合に、チャンピオンシップ展示への参加資
格を取り消すための堅牢な手続きを導入します。 
• 関係者による証拠に基づく意見提出後、理事会の過半数（75%）の賛成を得て承認されま
す。 
• 十分な証拠が提示された場合、取り消しを取り消す手段を提供します。 
デメリット： 
• 品種登録が取り消されても、その品種が登録のみのステータスのままである限り、TICAの傘
下でその品種の繁殖を続けることを妨げるものではありません。TICAの公式書類は発行され
ますが、ショーに出場できなくなります。金銭目的で繁殖を行う人は、その品種がショーに
出場可能かどうかは気にしません。 
 
 
● Standing Rule 106.4.1（委員会構成）の改正 ‒ 
 
理由 
Advisory Standing委員会は、まさにその名の通り、諮問的な委員会です。委員会はボードに
勧告を行うことしかできず、ボードはこれらの勧告をボードの裁量で採択、却下、または修正
することができます。これは、ボードから委任された決定を下す権限を持つBoard 
Administrative Standing委員会（現在は審査委員会のみ）とは対照的です。 
Advisory Standing委員会は、TICA会員の中でもごく少数の「専門知識とスキル」を活用し
ます。ルール委員会や遺伝学委員会といった主要委員会はその典型的な例です。 
理想的には委員会メンバーはボードの外部から選出されるべきですが、そのような知識とスキ
ルを持つボードメンバーの委員就任を拒否することは不公平です。そうすることで、委員会の
審議で議論され、その後委員会報告書としてボードにまとめられた助言の効果が薄れてしまう
可能性があります。  
さらに、ボードのメンバーは、「利益相反」ポリシーなどのポリシーに拘束され、ボードと委
員会の両方の役割を担うメンバーに関する潜在的な懸念に対処する必要があります。 
TICAの設立以来、この制限は必要とされていませんでした。2014年に導入され、2019年に
廃止されました。その後、2022年冬の会議で再導入され、当時のボードの少数の賛成多数で
可決されました。  
 
 
●Standing Rule106.4.1 を改正する: 
 
106.4.1 Advisory Standing委員会。 
以下の委員会は諮問的な役割を担います。これらの委員会は、ボードがより効果的な意思決
定を行い、協会を代表して会員を支援するためにボードが指定するプログラムや活動を開
発・実施する上で役立つ専門知識とスキルを提供します。 
別段の定めがない限り、諮問常設委員会の委員は理事会の委員を兼任することはできない 
 
Rules Committee コメント 
1. 「提案された変更によって影響を受けるその他の規則、および意図された意味を伝えるため
に適切な用語が使用されていること、および用語の統一性を確保すること」について 
なし 

2. 提案のメリット（またはその他のメリット）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基
づく「提案の審査」） 
メリット： 
• 諮問常任委員会のポジションに最も幅広い候補者を確保できる 
デメリット：特になし 



● ● Standing Rule 601.2.11（賞の所有権）の改正 - 
 
理由 
このルールは、特に子猫に関して欠陥があると思います。1月 1日から4月 30日までの間に
ショーに出場できる子猫は、世界中に文字通り何千匹もいます。これらの子猫の多くは1月 1
日までに売れ残っており、多くのブリーダーはそのような子猫を宣伝のためにショーに持ち込
みます。もしその子猫がそのショーで一度でもファイナルの残り、その後もショーに出陳し続
けたい人に買われたとしても、その子猫は宙ぶらりんの状態になります。なぜなら、現行ルー
ル601.2.11はどちらか一方にのみ適用され、両方には適用されないからです。 
私は、シーズンの終わりまでに子猫/猫/去勢猫の所有者としてリストされているブリーダー/新
しい所有者に任せ、他のすべての更新に合わせて5月 7日までにEOに登録する必要があるこ
とを提案したいと思います。 
 
601.2.11を改正する 
 
601.2.8 猫の採点は1月 1日に居住地域で行われます。TICAのどの地域でも現役軍務に就い
ている会員および／または出陳者は、自国の軍法規に従い、法的居住地がある地域で採点を
受けることを選択できます。ただし、地域賞を獲得するには、居住地域で少なくとも1回は
出陳する必要があります（901.4.3.2 参照）。 
 
601.2.9 事務局に書面で通知されない限り、子猫は最初に展示された地域で採点されます。 
 
601.2.10 猫または子猫が1月 1日より前にショーキャリアを終えた場合、そのキャリアを終
えた地域で採点されます。 
 
601.2.11 採点のため、登録証の譲渡日は、事務局が譲渡書類を受領した日とみなされます。
新しい所有者を証書に記載するには、譲渡書類を1月 1日までに事務局が受領する必要があ
ります。譲渡後にのみ展示された場合は、5月 7日までに事務局が受領する必要がありま
す。譲渡前にのみ展示された場合は、以前の所有者に証書が授与されます。以前の所有者
は、5月 7日までに事務局に通知された場合、新しい所有者を証書に記載するよう要請する
ことができます。この要請によって、猫の採点対象となる地域は変更されません。 
 
Rules Committee コメント 
1. 「提案された変更によって影響を受けるその他の規則、および意図された意味を伝えるため
に適切な用語が使用されていること、および用語の統一性を確保すること」についてなし 
2. 提案のメリット（またはその他の点）に関する意見（定款106.4.1.1 に基づく「提案の審
査」） 
メリット： 
• 猫または子猫の新しい飼い主は、自分の名前で賞を受け取ることができるため、TICAに対す
る一般的な好意が高まる 
• 新しい飼い主が前の飼い主よりも多くのショーに出場したにもかかわらず、前の飼い主が賞
に引き続き記載されるという混乱を避けることができる 
デメリット： 
• すべてのリクエストが確実に尊重されるようにするために、EO（事務局長）が追加作業を行
う可能性がある 
 
 
 
 
 
 
 
 



● UCD 76.1 および用語集（DBE 猫）の改正 ‒ 遺伝学委員会 
 
理由 
新しいルールとスタンダードの変更には、KIT 遺伝子以外の遺伝子の変異によって引き起こ
される優性遺伝の青い目である優性ブルーアイ (DBE) が関係します。KIT 遺伝子の変異
は、チャンピオンシップ猫で優性ホワイトとパーティカラーを引き起こします。DBE を引き
起こす変異は 1つ以上ありますが、いくつかは PAX3 遺伝子にあります。これらの変異の
いくつかは、聴覚喪失などの感覚障害に関連しています。少なくとも 1つは顔の構造の変化
を引き起こします。その他は良性で青い目だけを引き起こす可能性があります。影響を受け
た猫の一部に白い部分が現れることもあります。通常、白い部分は顔か顎にあります。胸や
足の一部に白い部分が現れることもあります。KIT 遺伝子によるパーティカラーでない限
り、4本の白い足を持つことは比較的まれです。 
メインクーンのスタンダードでは、パーティカラーは四肢全てに白毛がなければならないと
定められています。審査員の中には、これを暗黙のルールとして、パーティカラーの猫と、
大きなロケットや複数のロケットを持つ猫（時折、1～2本の足の指に着地することがある）
を区別するために利用している人もいます。 
ロケットによって引き起こされる猫の白、KIT 遺伝子 (S) による白い斑点、および DBE に
よって引き起こされる白い斑点の間に典型的に見られる表現型の違いを明確化し体系化する
ために、UCD と用語集に次の変更を提案します 

 
 
● UCD 76.1 を修正: 76 任意の色と白の区分。 
 
76.1 4つのカテゴリーのいずれの部門の色でも（トラディショナル ソリッド ホワイトを除
く）、KIT 遺伝子（Receptor Tyrosine Kinase）の優性変異および劣性変異の結果とし
て、白い斑点が現れることがあります。これらの猫は、対応する色の部門/カテゴリーの「ホ
ワイトあり」部門で審査されます。つまり、黒と白の猫は「トラディショナル ソリッド ウ
ィズ ホワイト」部門で審査され、シール スモーク セピアと白の猫は「セピア シルバー/ス
モーク ウィズ ホワイト」部門で審査されます。猫は、白の配置が指定されていない場合、
または白の 4 つの認められたパターン（グローブ、ミット、バイカラー、バン）のいずれか
で現れることがあります。ホワイトあり部門で競技に参加するには、猫は最低でも 4本足す
べてのつま先が白でなければなりません。 
 
用語集に追加: 
DBE: DBEは優性青眼（Dominant Blue Eyes）の略です。DBE猫は、白やパーティカラー
ではない、伝統的な色またはセピア色の猫に、片目または両目の青い目を持つのが一般的で
すが、必ずしもそうとは限りません。DBEにはいくつかの種類があり、PAX3遺伝子などの
様々な遺伝子の変異によって引き起こされます。KIT 遺伝子の変異は、白一色の猫やパーテ
ィカラーの猫の原因となるものではありません。DBE遺伝子は、顔や胸に白い斑点を引き起
こすこともあります。 

白の場合：パーティカラーを参照してください。 
 
Rules Committee コメント  
1. 「提案された変更によって影響を受けるその他の規則、および意図された意味を伝えるため
に適切な用語が使用されていること、および用語の統一性を確保すること」についてなし 

2. 提案のメリット（またはその他の点）に関する意見（すなわち、定款106.4.1.1 に基づく
「提案の審査」） 
メリット 
• TICA設立以来、審査員が用いてきた暗黙の「経験則」を公式化する• DBE猫の定義を明
確にする 

•デメリット：• 以前はショーに出場可能だった猫は、四肢すべてに白色がない限り、ショー
に出場できなくなる 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



予算案 ‒ 料金値上げ：一律 10%、クラブ割引 5% 
COO、ダニー・ネバレス 
Tシステム：Salesforce (TFMS) 
 
要求された変更の説明 
この提案は、202X会計年度からTICA手数料を一律12%引き上げるプログラムを導入すると
ともに、各クライアントの総購入額の5%を TFMSで選択されたホームクラブに還元します。
還元は、クライアントが購入時に指定したホームクラブに基づいて、四半期ごとに行われま
す。ホームクラブが選択されていない場合、還元はTICA一般基金にデフォルトで戻されま
す。 
この制度により、TICAの純収入が少なくとも5%増加し、同時にクラブに直接的な金銭的イン
センティブが提供されます。規模の異なるクラブ間の公平性を促進するため、クラブあたりの
還元額には年間5,000ドルの上限が設けられます。これにより、大規模クラブが不均衡な利益
を得ることがなくなり、小規模クラブや新興クラブがプログラム全体の持続可能性を維持しな
がら、有意義な支援を受けることができます。クラブの払い戻しが上限を超えた場合、超過分
は一般基金補助金、特別プロジェクト、地域ショー補助金などの共同イニシアチブ、または教
育およびアウトリーチ活動のための TICA 全体の基金に繰り入れられます。 
 
望ましい最終結果： 
TICAに持続可能な収益成長をもたらし、運営と革新のための資金を確保するとともに、クラブ
にリベートを提供し、ショー、マーケティング、会員募集を強化するための資金と権限を与え
ます。 
 
TICAの中核機能との連携 
この提案は、TICAの中核機能全体において、前年比での成長を達成するための戦略です。これ
により、クラブが参加を促進するインセンティブを得られる、相互に有益なエコシステムを構
築し、最終的には草の根の取り組みを通じて中核指標の前年比成長を促進します。 
 
データプライバシーとコンプライアンスに関する考慮事項 
新たな個人データの収集は行われないため、該当しません。ただし、リベートを受け取るクラ
ブは、簡単な年間契約を通じて、TICA準拠の活動（ショー、教育など）に使用することを確約
する必要があります。 
 
事務局コメント 
TICAは、創造的な収益戦略がなければ、クラブへの資金提供が停滞するリスクがあります。ク
ラブへの資金提供は、TICAの成長だけでなく、長期的な持続可能性にも不可欠です。会場費や
ショー制作費の高騰は、クラブが質の高いTICAショーを開催する上で大きな阻害要因となっ
ており、これは世界中で依然として問題となっています。この機能は、クラブがTICAサービ
スへの参加と利用を増やすことを促し、同時に、質の高いショー、教育、アウトリーチ活動へ
の投資を可能にします。このインセンティブは、成長を分散化し、企業スポンサーへの依存を
減らす機会となります。 
 
提案されている項目別手数料の引き上げ： 
提案されている手数料は、便宜上0.50ドル単位に四捨五入されています。このモデルでは、各
顧客の合計購入額の5%が、TFMSで選択されたホームクラブに四半期ごとにリベートされま
す。その結果、リベート後のTICAの収益は純額で7%増加します（総額2,917,676ドル、リ
ベート145,884ドル、純額2,771,792ドル）。 
 
 



  
 

予算案 ‒ TFMS にブリーダークライアントと猫のリンクを追加 
COO、Danny Nevarez 関連 IT システム：Salesforce (TFMS) 
 
要求された変更の説明 
この提案は、ブリーダーが構造化されたフォームを使用してTFMSに顧客情報を追加したり、
ペット購入者が安全なフォームを使用して詳細情報を自ら送信したりできる新しいワークフロ
ーを導入します。このフォームでは、連絡先情報、家庭内の他のペットなどの基本的な情報、
猫が室内飼いか屋外飼いかなどの項目を入力し、顧客の同意を求めるチェックボックスも設け
られています。ブリーダーが顧客情報を直接入力する場合は、必須のチェックボックスを使用
して、顧客から明示的な許可を得ていることを確認する必要があります。ただし、このワーク
フローは、ペット購入者が自ら情報を入力することを促進および奨励するように設計されてい
ます（例：ブリーダーが共有するフォームへのリンクを通じて）。ブリーダーは、TFMS内で
特定の子猫を顧客にリンクすることもできます。この機能は、ペット購入者へのターゲットを
絞ったアウトリーチを可能にし、猫の登録（登録数の増加）、ショーへの出陳（キャットショ
ーの増加）、そしてTICAの猫のケアに関する教育リソースの利用を促進することで、TICAの
中核機能を直接サポートします。 
 
期待される最終結果 
ブリーダーは顧客との関係を管理し、子猫の譲渡状況の追跡を改善できます。透明性の高いデ
ータ処理を通じて信頼を高め、プライバシーを重視する購入者の参加を促進します。最終的に
は、コア機能の前年比成長を促進します。未登録のペット購入者へのメールキャンペーンの促
進による登録数の増加、自動更新の促しとTFMS限定機能による会員数の増加、潜在的な初出
展者を発掘・育成することでキャットショーの開催数を増やすこと、そして新しい飼い主と猫
のケアに関する知識を共有することで教育を支援することなどです。 



TICAコア機能との連携:  
この提案は、TICA の主要機能全体で前年比増加を達成するための基礎戦略です。 
• 登録:  
ブリーダーが TFMS でペットの購入者を追跡できるようにし、子猫や猫の登録を促す電子メ
ール キャンペーンを促進します (例: 「ブリーダーがペットの購入者を追加および追跡でき
る機能を実装する」)。 
• メンバーシップ:  
ペット購入者を TICA リソースに結び付けることでメンバーのエンゲージメントをサポート
し、更新や限定機能へのアクセスを増やすことができます。 

• キャットショー:  
収集したデータを活用して、参加資格のあるペットの飼い主を特定し、初出陳者として育成
することで、ショーと参加者の増加を促進します (例: 「ペット購入者にキャットショーへの
出陳を奨励する」)。 

• 企業パートナー:  
ペットの飼い主のより大規模で熱心な視聴者を構築し、強化された印象とリーチを通じて 
ICA をスポンサーシップにとってより魅力的なものにします。  

• 教育： 
信頼できる機関としてのTICAの役割に沿って、猫のケアに関する知識の共有を促進し、責
任ある猫の飼い主のためのコンテンツ計画をサポートします。 

 
データプライバシーとコンプライアンスに関する考慮事項 
GDPRとプライバシーリスクに関するこれまでのフィードバックに応え、この提案では、
GDPRなどの関連データ保護規制への準拠を確保するために、「プライバシー・バイ・デザイ
ン」の原則を取り入れています。主な安全策は次のとおりです。 
• 安全対策を備えた二重入力モード： 
ペット購入者は、安全で構造化されたフォーム（例：Salesforce のWeb-to-Lead またはコ
ミュニティポータル統合）を介して連絡先情報を自己入力することが推奨され、第三者によ
る入力を最小限に抑えます。一方、ブリーダーはデータを入力できますが、クライアントの
明示的な許可を得ていることを確認するチェックボックスをオンにする必要があります。こ
の確認は監査ログで記録されます。この柔軟性により、多様なユーザーニーズに対応しなが
ら、自己入力を優先することでプライバシーリスクを軽減します。 

• 明示的な同意メカニズム： 
データの保存または処理前に、必須のチェックボックスにペット購入者の同意（またはブリ
ーダーによる入力時に確認）が必要となります。同意に関する文言は明確かつ詳細に記述さ
れ、TICAのプライバシーポリシーへのリンクが含まれます。購入者は、EOへのメールでい
つでも同意を撤回できます。 

• データの最小化とセキュリティ： 
データは暗号化され、Salesforce のロールベースの権限に基づき、ブリーダーのアクセスは
必要な人に限定されます。機密性の高い個人データ（健康情報など）は収集されません。  

• GDPR権利の有効化：本EOは、アクセス、訂正、消去（「忘れられる権利」）、ポータビ
リティといった権利をサポートします。例えば、クライアントはデータ削除をリクエスト
し、GDPR規則の範囲内で、レコードのリンクを解除してパージする自動ワークフローを起
動することができます。 
• 法務レビューと監査：本設計は、法務顧問による徹底的なレビューと承認を受けます。 
• リスク軽減:  
潜在的なリスク (データ侵害など) は、GDPR の 72 時間報告要件に準拠した監査ログや侵
害通知プロトコルなどの Salesforce の組み込みセキュリティ機能を通じて対処されます。 
 
 



 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
Category     Estimated Hours Estimated Amount 
Total        29          $6,525.00  
 



ブリーダーからのフィードバックと検証 
この提案がユーザーのニーズに合致していることを確認するため、20名以上のブリーダーに
直接インタビューを行い、現在のプロセスとこの機能の潜在的なメリットについて検討しま
した。全員がペット購入者の追跡に別々のスプレッドシートを使用していると回答し、
TFMS外での顧客関係管理の非効率性を浮き彫りにしました。インタビュー対象者全員が、
このワークフローをシステムに直接統合することに強い関心を示し、フォローアップの効率
化、子猫の譲渡追跡の強化、そしてより効果的なアウトリーチの実現につながると指摘しま
した。これらの反応を録画した動画はリクエストに応じて提供可能であり、熱心な支持と
TICAのブリーダーコミュニティへの価値を裏付けています。ブリーダーは特に、顧客記録を
TFMSに組み込むことで、登録数の増加に寄与する点を指摘しました。 

 
事務局のコメント 
事務局はこの提案を支持します。この機能がなければ、TICAはブリーダーに価値を提供する
大きな機会を逃すことになります。この機能により、会員やクライアントが持つ猫のケアに
関する知識をより効果的に共有できるようになります。また、血統書付き猫の飼い主を積極
的に関与させ、登録や資格取得後のショーへの参加を促す重要な機会にもなります。この機
能の欠如は、猫愛好家への啓蒙、教育、そして成長の機会を逃すことになると考えます。さ
らに、いくつかの地域では、TICAのブリーダーが既に顧客データをピュリナ社とロイヤル
カナンの顧客に提供し、TICAの顧客への製品販売を行っています。このデータはTICAに
属するものであり、より強力な猫愛好家団体を構築し、TICAの顧客基盤の価値を最大限に
活用することができます。 

    


